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本
資

料
の

うち
，

は
商

業
秘

密
⼜

は
核

物
質

防
護

上
の

観
点

か
ら公

開
で

き
ま

せ
ん

。

補
⾜

－
4

1

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ

の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更
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2


本

設
計

及
び

⼯
事

計
画

変
更

認
可

申
請

（
以

下
「今

回
⼯

認
」と

い
う。

）
に

お
い

て
は

，
20

18
年

SA
本

体
⼯

認
に

お
い

て
認

可
され

た
⽕

災
防

護
設

備
の

消
⽕

設
備

の
うち

，
容

器
（

ハ
ロン

ボ
ンベ

及
び

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
）

及
び

主
配

管
に

つ
い

て
，

（
１

）
格

納
容

器
圧

⼒
逃

が
し装

置
（

以
下

「F
V」

とい
う。

）
の

兼
⽤

化
，

（
２

）
消

⽕
設

備
設

置
場

所
の

詳
細

調
査

結
果

を
反

映
し，

仕
様

を
変

更
す

る
とと

も
に

関
連

す
る

添
付

書
類

を
変

更
す

る
。


表

１
に

容
器

（
ハ

ロン
ボ

ンベ
及

び
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ンベ

）
及

び
主

配
管

の
仕

様
の

変
更

事
項

（
要

⽬
表

項
⽬

）
，

表
２

に
容

器
（

ハ
ロ

ンボ
ンベ

及
び

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
）

の
変

更
内

容
及

び
変

更
理

由
，

表
３

に
主

配
管

の
変

更
内

容
及

び
変

更
理

由
，

表
４

に
今

回
の

設
計

及
び

⼯
事

計
画

変
更

認
可

申
請

に
伴

い
変

更
す

る
添

付
書

類
，

表
５

に
今

回
⼯

認
で

変
更

す
る

耐
震

計
算

書
等

の
整

理
（

変
更

の
有

無
と理

由
）

を
⽰

す
。

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更
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3

表
１

容
器

（
ハ

ロン
ボ

ンベ
及

び
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ンベ

）
及

び
主

配
管

の
仕

様
の

変
更

事
項

No
.

対
象

変
更

内
容

設
備

分
類

変
更

事
項

（
要

⽬
表

項
⽬

）
理

由
参

照

１
容

器

ケ
ー

ブ
ル

処
理

室
⽤

ハ
ロン

ボ
ンベ

A
個

数
，

設
置

床

(1
)

P4
, P

5
⾮

常
⽤

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ンベ

A
個

数
，

設
置

床
⾼

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

室
⽤

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
A

設
置

床

低
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

ポ
ンプ

⽤
ハ

ロン
ボ

ンベ
A

設
置

床
(2

)
P6

，
P7

2
主

配
管

ケ
ー

ブ
ル

処
理

室
⽤

A
外

径
，

厚
さ，

材
料

(1
)

P8
〜

P1
0

⾼
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤
A

外
径

，
厚

さ，
材

料
(1

)

【設
備

分
類

】
A︓

設
計

基
準

対
象

施
設

【理
由

】
（

１
）

︓
FV

の
兼

⽤
化

（
２

）
︓

消
⽕

設
備

設
置

場
所

の
詳

細
調

査
結

果
を

反
映

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更
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ボ
ンベ 種
別

番
号

対
象

変
更

内
容

変
更

理
由

項
⽬

変
更

前
（

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

）
変

更
後

（
今

回
⼯

認
）

ハ
ロン

①
ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤

個
数

16
27

◆
ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤
ハ

ロン
ボ

ン
ベ

及
び

⾮
常

⽤
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

室
⽤

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
は

，
20

18
年

SA
本

体
⼯

認
申

請
検

討
時

点
に

お
い

て
（

屋
内

）
の

EL
.1

4.
00

m
に

設
置

す
る

こと
を

検
討

して
い

た
が

，
FV

の
設

置
検

討
を

受
け

て
，

当
該

ボ
ン

ベ
の

設
置

場
所

を
（

屋
外

）
の

EL
.2

2.
50

m
に

⾒
直

し，
⼯

認
申

請
を

⾏
い

認
可

を
受

け
て

い
る

。
◆

そ
の

後
，

FV
の

兼
⽤

化
に

よ
り

（
屋

内
）

に
FV

操
作

対
象

設
備

が
な

くな
り，

EL
.1

4.
00

m
エ

リア
の

使
⽤

が
可

能
と

な
った

た
め

，
ボ

ン
ベ

等
へ

の
ア

クセ
ス

，
保

守
点

検
が

容
易

で
か

つ
，

⾵
⾬

の
影

響
を

受
け

な
い

当
初

の
設

置
検

討
場

所
で

あ
った

（
屋

内
）

の
EL

.1
4.

00
m

に
変

更
す

る
。

【図
１

参
照

】
◆

ま
た

，
当

該
ボ

ン
ベ

の
設

置
場

所
（

設
置

床
）

変
更

に
伴

い
配

管
経

路
が

延
⻑

（
配

管
体

積
増

加
）

す
る

た
め

，
ボ

ン
ベ

仕
様

（
容

量
，

個
数

等
）

の
検

討
結

果
を

踏
ま

え
て

，
ボ

ンベ
個

数
を

変
更

す
る

。
【別

紙
第

2表
，

第
1図

参
照

】

設
置

床
EL

.2
2.

50
m

EL
.1

4.
00

m

⼆
酸

化
炭

素

②
⾮

常
⽤

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤

個
数

47
70

設
置

床
EL

.2
2.

50
m

EL
.1

4.
00

m

③
⾼

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

室
⽤

設
置

床
EL

.1
8.

00
m

EL
.1

4.
00

m

◆
⾼

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

室
⽤

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ン
ベ

に
つ

い
て

も
上

記
と

同
様

に
（

屋
内

）
の

EL
.1

4.
00

m
に

設
置

す
る

こと
を

検
討

し
て

い
た

が
，

当
該

ボ
ン

ベ
の

設
置

場
所

を
（

屋
外

）
の

EL
.1

8.
00

m
に

⾒
直

し，
⼯

認
申

請
を

⾏
い

認
可

を
受

け
て

い
る

が
，

FV
兼

⽤
化

を
踏

ま
え

て
ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤
及

び
⾮

常
⽤

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤
ボ

ン
ベ

と同
じエ

リ
ア

で
あ

る
（

屋
内

）
の

EL
.1

4.
00

m
に

変
更

す
る

。
【図

１
参

照
】

◆
な

お
，

当
該

ボ
ン

ベ
の

設
置

場
所

（
設

置
床

）
変

更
に

よ
って

も
，

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

の
設

備
仕

様
で

の
消

⽕
能

⼒
は

満
⾜

して
い

る
た

め
，

ボ
ン

ベ
仕

様
（

容
量

，
個

数
等

）
に

変
更

は
な

い
。【

別
紙

第
2表

，
第

1図
参

照
】

4

表
２

容
器

（
ハ

ロン
ボ

ンベ
及

び
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ンベ

）
の

変
更

内
容

及
び

変
更

理
由

（
１

／
２

）
【対

象
】ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤
ハ

ロン
ボ

ンベ
及

び
⾮

常
⽤

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

・⾼
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ンベ

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更

351



5

図
１

ケ
ー

ブ
ル

処
理

室
⽤

ハ
ロン

ボ
ンベ

及
び

⾮
常

⽤
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

室
・⾼

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

室
⽤

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
の

設
置

場
所

変
更

前
後

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更
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ボ
ンベ 種
別

番
号

対
象

変
更

内
容

変
更

理
由

項
⽬

変
更

前
（

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

）
変

更
後

（
今

回
⼯

認
）

ハ
ロン

④
低

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
ポ

ンプ
⽤

設
置

床
EL

.-
4.

00
m

EL
.-

4.
00

m

◆
低

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
ポ

ン
プ

⽤
の

ガ
ス

消
⽕

配
管

の
設

置
場

所
の

詳
細

調
査

を
実

施
した

結
果

，
常

設
⾼

圧
代

替
注

⽔
系

ポ
ン

プ
⽤

ター
ビン

排
気

管
との

⼲
渉

が
確

認
され

，
当

該
ガ

ス
消

⽕
配

管
の

敷
設

ル
ー

トを
⾒

直
す

必
要

が
⽣

じた
。

◆
当

該
ガ

ス
消

⽕
配

管
の

⼲
渉

を
回

避
す

る
に

は
，

低
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

ポ
ン

プ
⽤

ハ
ロン

ボ
ン

ベ
の

設
置

場
所

を
含

め
て

⾒
直

す
必

要
が

あ
る

た
め

，
当

該
ハ

ロン
ボ

ン
ベ

の
設

置
場

所
（

設
置

床
）

を
の

EL
.-

4.
00

m
か

ら
の

EL
.-

4.
00

m
に

変
更

す
る

。【
図

２
参

照
】

◆
な

お
，

ハ
ロン

ボ
ン

ベ
の

設
置

場
所

（
設

置
床

）
変

更
に

よ
って

も
20

18
年

SA
本

体
⼯

認
の

設
備

仕
様

で
の

消
⽕

能
⼒

は
満

⾜
して

い
る

た
め

，
ボ

ン
ベ

仕
様

（
容

量
，

個
数

等
）

に
変

更
は

な
い

。【
別

紙
第

２
表

，
第

２
図

参
照

】

6

【対
象

】低
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

ポ
ンプ

⽤
ハ

ロン
ボ

ンベ
表

２
容

器
（

ハ
ロン

ボ
ンベ

及
び

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
）

の
変

更
内

容
及

び
変

更
理

由
（

２
／

２
）

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更

353



7

図
２

低
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

ポ
ンプ

⽤
ハ

ロン
ボ

ンベ
の

設
置

場
所

変
更

前
後

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更

354



ボ
ンベ 種
別

対
象

変
更

内
容

変
更

理
由

項
⽬

変
更

前
（

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

）
変

更
後

（
今

回
⼯

認
）

ハ
ロン

ケ
ー

ブ
ル

処
理

室
⽤

配
管

仕
様

外
径

（
m

m
）

厚
さ

（
m

m
）

材
料

外
径

（
m

m
）

厚
さ

（
m

m
）

材
料

◆
ハ

ロ
ン

ボ
ン

ベ
（

容
器

）
の

設
置

場
所

（
設

置
床

）
変

更
に

よ
る

配
管

経
路

の
延

⻑
（

配
管

体
積

増
加

）
に

伴
い

，
消

⽕
能

⼒
を

満
⾜

させ
る

た
め

，
配

管
仕

様
（

外
径

，
厚

さ，
材

料
）

を
変

更
す

る
。【

図
３

参
照

】，
【別

紙
第

２
表

，
第

１
図

参
照

】

60
.5

3.
9＊

１
SU

S3
04

TP
60

.5
3.

9＊
１

SU
S3

04
TP

76
.3

5.
2＊

１
SU

S3
04

TP
76

.3
5.

2＊
１

SU
S3

04
TP

11
4.

3
6.

0＊
１

SU
S3

04
TP

11
4.

3
6.

0＊
１

SU
S3

04
TP

ー
ー

ー
89

.1
5.

5＊
１

SU
S3

04
TP

⼆
酸

化
炭

素
⾼

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

室
⽤

配
管

仕
様

外
径

（
m

m
）

厚
さ

（
m

m
）

材
料

外
径

（
m

m
）

厚
さ

（
m

m
）

材
料

◆
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ン

ベ
（

容
器

）
の

設
置

場
所

（
設

置
床

）
変

更
に

よ
る

配
管

経
路

の
延

⻑
（

配
管

体
積

増
加

）
に

伴
い

，
消

⽕
能

⼒
を

満
⾜

させ
る

た
め

，
配

管
仕

様
（

外
径

，
厚

さ，
材

料
）

を
変

更
す

る
。【

図
４

参
照

】，
【別

紙
第

２
表

，
第

１
図

参
照

】

60
.5

5.
5＊

１
SU

S3
04

TP
60

.5
5.

5＊
１

SU
S3

04
TP

76
.3

7.
0＊

１
SU

S3
04

TP
76

.3
7.

0＊
１

SU
S3

04
TP

89
.1

7.
6＊

１
SU

S3
04

TP
89

.1
7.

6＊
１

SU
S3

04
TP

11
4.

3
8.

6＊
１

SU
S3

04
TP

11
4.

3
8.

6＊
１

SU
S3

04
TP

48
.6

5.
1＊

１
SU

S3
04

TP
ー

ー
ー

34
.0

4.
5＊

１
SU

S3
04

TP
34

.0
4.

5＊
１

SU
S3

04
TP

8

表
３

主
配

管
の

変
更

内
容

及
び

変
更

理
由

注
記

＊
1︓

公
称

値
を

⽰
す

。

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更
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ラ
イ
ン
N
o.
19

（
外

径
11
4.
3）

対
象

系
統

9

変
更
前
配
管
系
統

変
更
後
配
管
系
統ラ
イ
ン
N
o.
21

（
外

径
89
.1
）
追

加
対

象
系
統

変
更
後
配
管
系
統

ﾗｲ
ﾝ

No
.

変
更

内
容

変
更

前
（

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

）
変

更
後

（
今

回
⼯

認
）

外
径

（
m

m
）

厚
さ

（
m

m
）

材
料

外
径

（
m

m
）

厚
さ

（
m

m
）

材
料

⑮
60

.5
3.

9
SU

S3
04

TP
60

.5
3.

9
SU

S3
04

TP
⑱

76
.3

5.
2

SU
S3

04
TP

76
.3

5.
2

SU
S3

04
TP

⑲
11

4.
3

6.
0

SU
S3

04
TP

11
4.

3
6.

0
SU

S3
04

TP
㉑

－
－

－
89

.1
5.

5
SU

S3
04

TP

変
更

前
外

径
：

⑮
60
.5
，
⑱
76
.3
，
⑲
11
4.
3

変
更

後
⇒

⑮
60
.5
，
⑱
76
.3
，
⑲
11
4.
3，

㉑
89
.1
（
追

加
）

⑲
ラ
イ
ン
を
短

く
し
，
㉑

ラ
イ
ン
を
追

加
す
る

図
３

ケ
ー

ブ
ル

処
理

室
⽤

配
管

系
統

の
変

更
前

後

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更
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ラ
イ
ン
N
o.
30

（
外

径
48
.6
）
削

除

ラ
イ
ン
N
o.
26

（
外

径
60
.5
）

対
象

系
統

10

変
更
前
配
管
系
統

変
更
後
配
管
系
統

ﾗｲ
ﾝ

No
.

変
更

内
容

変
更

前
（

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

）
変

更
後

（
今

回
⼯

認
）

外
径

（
m

m
）

厚
さ

（
m

m
）

材
料

外
径

（
m

m
）

厚
さ

（
m

m
）

材
料

㉖
60

.5
5.

5
SU

S3
04

TP
60

.5
5.

5
SU

S3
04

TP
㉗

76
.3

7.
0

SU
S3

04
TP

76
.3

7.
0

SU
S3

04
TP

㉘
89

.1
7.

6
SU

S3
04

TP
89

.1
7.

6
SU

S3
04

TP
㉙

11
4.

3
8.

6
SU

S3
04

TP
11

4.
3

8.
6

SU
S3

04
TP

㉚
48

.6
5.

1
SU

S3
04

TP
ー

ー
ー

㉜
34

.0
4.

5
SU

S3
04

TP
34

.0
4.

5
SU

S3
04

TP

変
更

前
外

径
：
㉖
60
.5
，
㉗
76
.3
，
㉘
89
.1
，
㉙
11
4.
3，

㉚
48
.6
，
㉜
34
.0

変
更

後
⇒

㉖
60
.5
，
㉗
76
.3
，
㉘
89
.1
，
㉙
11
4.
3，

㉜
34
.0

㉚
の

ラ
イ
ン
を
や

め
，
㉖
の

ラ
イ
ン
サ

イ
ズ
と
す
る

図
４

⾼
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤
配

管
系

統
の

変
更

前
後

対
象

系
統

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更
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表
４

今
回

の
設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
に

伴
い

変
更

す
る

添
付

書
類

No
.

添
付

書
類

変
更

概
要

1
Ⅴ

-1
-1

-4
-8

-3
設

備
別

記
載

事
項

の
設

定
根

拠
に

関
す

る
説

明
書

（
そ

の
他

発
電

⽤
原

⼦
炉

の
附

属
施

設
【⽕

災
防

護
設

備
】）

V-
1-

1-
4-

8-
3-

8
設

定
根

拠
に

関
す

る
説

明
書

（
ハ

ロン
ボ

ンベ
）

今
回

⼯
認

に
伴

い
，

ハ
ロン

ボ
ン

ベ
の

個
数

を
変

更
す

る
。

V-
1-

1-
4-

8-
3-

9
設

定
根

拠
に

関
す

る
説

明
書

（
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ンベ

）
今

回
⼯

認
に

伴
い

，
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ン

ベ
の

個
数

を
変

更
す

る
。

V-
1-

1-
4-

8-
3-

10
設

定
根

拠
に

関
す

る
説

明
書

（
消

⽕
系

主
配

管
（

常
設

）
）

今
回

⼯
認

に
伴

い
，

消
⽕

系
の

主
配

管
（

常
設

）
の

外
径

を
変

更
す

る
。

2＊
Ⅴ

-2
-別

添
1

⽕
災

防
護

設
備

の
耐

震
性

に
つ

い
て

の
計

算
書

V-
2-

別
添

1-
7

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
設

備
の

耐
震

計
算

書
今

回
⼯

認
に

伴
い

，
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ン

ベ
の

据
え

付
け

場
所

及
び

床
⾯

⾼
さを

変
更

す
る

。
V-

2-
別

添
1-

8
⼆

酸
化

炭
素

供
給

選
択

弁
の

耐
震

計
算

書
今

回
⼯

認
に

伴
い

，
⼆

酸
化

炭
素

供
給

選
択

弁
の

据
え

付
け

場
所

及
び

床
⾯

⾼
さを

変
更

す
る

。
V-

2-
別

添
1-

9
⼆

酸
化

炭
素

消
⽕

設
備

制
御

盤
の

耐
震

計
算

書
今

回
⼯

認
に

伴
い

，
⼆

酸
化

炭
素

消
⽕

設
備

制
御

盤
の

据
え

付
け

場
所

及
び

床
⾯

⾼
さを

変
更

す
る

。

V-
2-

別
添

1-
10

ガ
ス

供
給

配
管

の
耐

震
計

算
書

今
回

⼯
認

に
伴

い
，

ガ
ス

供
給

配
管

モ
デ

ル
の

評
価

点
及

び
⽀

持
構

造
物

の
評

価
結

果
を

変
更

す
る

。

３
＊

Ⅴ
-3

-1
0

そ
の

他
発

電
⽤

原
⼦

炉
の

附
属

施
設

の
強

度
に

関
す

る
説

明
書

V-
3-

10
-1

-1
-5

-4
管

の
基

本
板

厚
計

算
書

今
回

⼯
認

に
伴

い
，

ガ
ス

供
給

配
管

の
概

略
系

統
図

を
変

更
す

る
。

４
Ⅴ

-6
図

⾯
9.

3
⽕

災
防

護
設

備

機
器

の
配

置
を

明
⽰

した
図

⾯

今
回

⼯
認

に
伴

い
，

配
置

な
ど関

連
図

⾯
を

変
更

す
る

。
主

配
管

の
配

置
を

明
⽰

した
図

⾯
系

統
図

構
造

図

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更

＊
︓

No
.2

,３
の

耐
震

計
算

書
等

の
内

容
に

つ
い

て
，

次
表

に
しめ

す
。
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表
５

今
回

⼯
認

で
変

更
す

る
耐

震
計

算
書

等
の

整
理

（
変

更
の

有
無

と理
由

）

No
.

添
付

書
類

計
算

書
の

変
更

の
有

無
理

由

１
Ⅴ

-2
-別

添
1

⽕
災

防
護

設
備

の
耐

震
性

に
つ

い
て

の
計

算
書

V-
2-

別
添

1-
4

ハ
ロン

ボ
ンベ

設
備

の
耐

震
計

算
書

無

今
回

⼯
認

で
は

，
ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤
ハ

ロン
ボ

ンベ
の

設
置

場
所

を
EL

.2
2.

50
m

か
ら

EL
.1

4.
00

m
に

，
低

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
ポ

ンプ
⽤

ハ
ロン

ボ
ンベ

の
設

置
場

所
を

EL
.-

4.
0m

か
ら

EL
.-

4.
0m

に
変

更
す

る
が

，
ハ

ロン
ボ

ンベ
設

備
は

，
EL

.3
8.

8m
の

設
備

を
評

価
代

表
とし

て
い

る
。

この
た

め
，

今
回

⼯
認

に
よ

って
も

評
価

代
表

に
よ

る
耐

震
計

算
書

に
影

響
を

及
ぼ

さな
い

こと
か

ら，
耐

震
計

算
書

は
変

更
しな

い
。

V-
2-

別
添

1-
5

ハ
ロン

ガ
ス

供
給

選
択

弁
の

耐
震

計
算

書
無

今
回

⼯
認

で
は

，
ハ

ロン
ガ

ス
供

給
選

択
弁

を
構

成
しな

い
こと

か
ら，

EL
.2

3.
3m

を
評

価
代

表
とす

る
ハ

ロン
ガ

ス
供

給
選

択
弁

の
耐

震
計

算
書

に
影

響
しな

い
た

め
変

更
しな

い
。

V-
2-

別
添

1-
6

ハ
ロン

ガ
ス

消
⽕

設
備

制
御

盤
の

耐
震

計
算

書
無

今
回

⼯
認

で
は

，
ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤
ハ

ロン
消

⽕
設

備
制

御
盤

の
設

置
場

所
を

EL
.1

4.
0m

内
で

変
更

す
る

とと
も

に
，

低
圧

炉
⼼

ス
プレ

イ系
ポ

ンプ
⽤

ハ
ロン

消
⽕

設
備

制
御

盤
の

設
置

場
所

を
EL

.-
4.

0m
か

ら
EL

.-
4.

0m
に

変
更

す
る

が
，

ハ
ロン

消
⽕

設
備

制
御

盤
は

，
棟

EL
.3

8.
8m

の
設

備
を

評
価

代
表

とし
て

い
る

。
この

た
め

，
今

回
⼯

認
に

よ
って

も
評

価
代

表
に

よ
る

耐
震

計
算

書
に

影
響

を
及

ぼ
さな

い
こと

か
ら，

耐
震

計
算

書
は

変
更

しな
い

。

V-
2-

別
添

1-
7

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
設

備
の

耐
震

計
算

書
有

既
⼯

認
で

は
，

設
置

場
所

の
標

⾼
が

最
も

⾼
い

EL
.2

2.
50

m
の

⾮
常

⽤
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

⽤
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ンベ

，
同

ボ
ンベ

⽤
の

供
給

選
択

弁
を

評
価

代
表

とし
て

耐
震

計
算

書
を

添
付

して
い

る
。

今
回

⼯
認

で
は

，
評

価
代

表
とし

て
い

た
⾮

常
⽤

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
⽤

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
，

同
ボ

ンベ
⽤

の
供

給
選

択
弁

の
設

置
場

所
を

EL
.2

2.
50

m
か

ら
EL

.1
4.

00
m

に
変

更
す

る
。

これ
に

伴
い

，
評

価
代

表
とし

て
い

た
設

備
の

標
⾼

が
変

更
に

な
る

た
め

，
耐

震
計

算
書

を
変

更
す

る
。

V-
2-

別
添

1-
8

⼆
酸

化
炭

素
供

給
選

択
弁

の
耐

震
計

算
書

有

V-
2-

別
添

1-
9

⼆
酸

化
炭

素
消

⽕
設

備
制

御
盤

の
耐

震
計

算
書

有
今

回
⼯

認
で

は
，

⼆
酸

化
炭

素
消

⽕
設

備
制

御
盤

の
評

価
代

表
の

設
置

場
所

を
EL

.2
.0

m
か

ら
14

.0
0m

に
変

更
す

る
。こ

れ
に

伴
い

，
評

価
代

表
とし

て
い

た
設

備
の

標
⾼

が
変

更
に

な
る

た
め

，
耐

震
計

算
書

を
変

更
す

る
。

V-
2-

別
添

1-
10

ガ
ス

供
給

配
管

の
耐

震
計

算
書

有
今

回
⼯

認
で

は
，

ハ
ロン

ボ
ンベ

及
び

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
の

設
置

位
置

変
更

に
伴

い
，

関
連

す
る

ガ
ス

供
給

配
管

の
設

置
ル

ー
トを

変
更

す
る

。こ
れ

に
伴

い
，

ガ
ス

供
給

配
管

の
⽀

持
構

造
物

の
評

価
結

果
，

ガ
ス

供
給

配
管

の
代

表
モ

デ
ル

の
選

定
結

果
及

び
評

価
結

果
が

変
更

に
な

る
た

め
，

耐
震

計
算

書
を

変
更

す
る

。

２
Ⅴ

-3
-1

0
そ

の
他

発
電

⽤
原

⼦
炉

の
附

属
施

設
の

強
度

に
関

す
る

説
明

書

V-
3-

10
-1

-1
-5

-4
管

の
基

本
板

厚
計

算
書

有
今

回
⼯

認
で

は
，

ハ
ロン

ボ
ンベ

及
び

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
の

設
置

位
置

変
更

に
伴

い
，

消
⽕

設
備

の
消

⽕
能

⼒
を

満
⾜

させ
る

た
め

，
ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤
ハ

ロン
ガ

ス
消

⽕
設

備
及

び
⾼

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

⽤
⼆

酸
化

炭
素

消
⽕

設
備

の
ガ

ス
供

給
配

管
の

⼀
部

の
配

管
⼝

径
を

変
更

す
る

。こ
れ

に
伴

い
，

板
厚

計
算

書
の

概
略

系
統

図
が

変
更

に
な

る
た

め
，

板
厚

計
算

書
を

変
更

す
る

。

⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
の
設
置
場
所
，
個
数
等
の
変
更
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
貯

蔵
す

る
消

⽕
剤

の
量

の
確

認

今
回

⼯
認

に
お

け
る

ガ
ス

系
消

⽕
設

備
の

消
⽕

剤
の

量
の

算
出

に
つ

い
て

は
，

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

同
様

，
全

域
放

出
⽅

式
ハ

ロゲ
ン

化
物

消
⽕

設
備

及
び

局
所

放
出

式
ハ

ロゲ
ン

化
物

消
⽕

設
備

の
貯

蔵
容

器
に

貯
蔵

す
る

消
⽕

剤
の

量
は

，
消

防
法

施
⾏

規
則

第
⼆

⼗
条

第
3項

，
全

域
放

出
⽅

式
不

活
性

ガ
ス

消
⽕

設
備

の
貯

蔵
容

器
に

貯
蔵

す
る

消
⽕

剤
の

量
は

，
消

防
法

施
⾏

規
則

第
⼗

九
条

第
4項

に
よ

り算
出

され
た

消
⽕

剤
以

上
の

量
とす

る
。な

お
，

消
⽕

剤
の

種
類

は
，

ハ
ロン

13
01

及
び

⼆
酸

化
炭

素
で

あ
る

。 第
1表

に
，

ガ
ス

系
消

⽕
設

備
ご

との
消

⽕
剤

の
量

の
算

出
⽅

法
を

⽰
す

。

ガ
ス
系
消
⽕
設
備

貯
蔵
容
器
に
貯
蔵
す
る
消
⽕
剤
の
量
の
算
出
⽅
法

全
域
放
出
⽅
式

ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
⽕
設
備

防
護

区
画

の
体

積
×

0.
32

＊
1 （

kg
/m

3 ）
＋

防
護

区
画

の
開

⼝
部

⾯
積

×
2.

4＊
2 （

kg
/m

2 ）

【消
防

法
施

⾏
規

則
第

⼆
⼗

条
第

3項
第

⼀
号
】

局
所
放
出
式

ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
⽕
設
備

防
護

区
画

の
体

積
＊

3 ×
4­

3
ａ Ａ

（
kg

/m
3 ）

×
1.

25
ａ

︓
防

護
対

象
物

の
周

囲
に

実
際

に
設

け
られ

た
壁

の
⾯

積
の

合
計

（
m

2 ）
Ａ

︓
防

護
区

画
の

壁
の

⾯
積

(壁
の

な
い

部
分

に
あ

って
は

，
壁

が
あ

る
と仮

定
した

場
合

に
お

け
る

当
該

部
分

の
⾯

積
)の

合
計

（
m

2 ）
【消

防
法

施
⾏

規
則

第
⼆

⼗
条

第
3項

第
⼆

号
】

全
域
放
出
⽅
式

不
活
性
ガ
ス
消
⽕
設
備

防
護

区
画

の
体

積
×

0.
75

＊
4 （

kg
/m

3 ）
＋

防
護

区
画

の
開

⼝
部

⾯
積

×
5＊

5 （
kg

/m
2 ）

【消
防

法
施

⾏
規

則
第

⼗
九

条
第

4項
第

⼀
号
】

注
記

＊
1︓

防
⽕

対
象

物
⼜

は
その

部
分

及
び

消
⽕

剤
の

種
別

の
区

分
に

応
じ，

防
護

区
画

の
体

積
1m

3 当
た

りの
消

⽕
剤

の
量

＊
2︓

⾃
動

閉
鎖

装
置

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
って

は
，

防
⽕

対
象

物
⼜

は
その

部
分

及
び

消
⽕

剤
の

種
別

の
区

分
に

応
じ，

開
⼝

部
の

⾯
積

1m
2 当

た
りの

消
⽕

剤
の

量
＊

3︓
防

護
対

象
物

の
全

て
の

部
分

か
ら0

.6
 m

離
れ

た
部

分
に

よ
って

囲
ま

れ
た

空
間

の
部

分
（

m
3 ）

＊
4︓

防
⽕

対
象

物
⼜

は
その

部
分

の
区

分
に

応
じ，

防
護

区
画

の
体

積
1m

3 当
た

りの
消

⽕
剤

の
量

＊
5︓

⾃
動

閉
鎖

装
置

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
って

は
，

防
⽕

対
象

物
⼜

は
その

部
分

の
区

分
に

応
じ，

開
⼝

部
の

⾯
積

1m
2 当

た
りの

消
⽕

剤
の

量

第
1表

ガ
ス

系
消

⽕
設

備
ご

との
消

⽕
剤

の
量

の
算

出
⽅

法

別
紙
1︓

ボ
ン
ベ
（
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
）
の
個
数
変
更
の
概
要
（
１
／
６
）

360



注
記

＊
1︓

消
防

法
で

規
定

され
る

防
護

区
画

の
体

積
か

ら算
出

され
る

消
⽕

剤
必

要
量

を
⽰

す
。

＊
2︓

ボ
ンベ

個
数

及
び

配
管

⼝
径

の
変

更
に

影
響

した
主

な
配

置
計

画
の

変
更

概
要

を
⽰

す
。

＊
3︓

要
⽬

表
の

記
載

値
を

⽰
す

。併
記

して
い

る
（

kg
）

は
，

防
護

区
画

の
体

積
の

必
要

消
⽕

剤
量

を
満

⾜
す

る
消

⽕
剤

総
量

を
考

慮
して

設
定

して
い

る
。

＊
4︓

消
防

法
施

⾏
規

則
第

⼆
⼗

条
第

1項
第

⼆
号

に
規

定
され

る
噴

射
ヘ

ッド
の

放
射

圧
⼒

を
⽰

す
。

＊
5︓

消
防

法
施

⾏
規

則
第

⼗
九

条
第

2項
第

⼆
号

に
規

定
され

る
噴

射
ヘ

ッド
の

放
射

圧
⼒

を
⽰

す
。

＊
6︓

⾮
常

⽤
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

室
は

，
２

Ｃ
室

及
び

２
Ｄ

室
か

ら構
成

され
て

お
り，

選
択

弁
に

て
消

⽕
を

要
す

る
対

象
室

に
消

⽕
剤

を
供

給
す

る
た

め
，

ボ
ン

ベ
個

数
は

１
室

分
とな

る
。

番
号

対
象

(参
考
5

参
照
)

ガ
ス
系

消
⽕
設
備

防
護
区
画

の
体
積

消
⽕
剤
量
*1

配
置
計
画
の
変
更
概
要
＊
2

配
置
計
画
を
反
映
した
必
要
ボ
ン
ベ
個
数

ボ
ン
ベ
個
数

ボ
ン
ベ
容
量

ボ
ン
ベ

個
数

消
⽕
剤
総
量

①
ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤
全

域
放

出
⽅

式
ハ

ロゲ
ン化

物
消

⽕
設

備

26
94

m
3

86
3k

g
・ボ

ンベ
設

置
位

置
変

更
に

伴
う配

置
計

画
の

⾒
直

しを
⾏

っ
た

結
果

，
主

配
管

の
総

延
⻑

が
約

13
0m

増
加

した
。そ

れ
に

伴
い

，
放

射
圧

⼒
＊

4 及
び

消
⽕

剤
量

が
不

⾜
す

る
こと

に
な

った
た

め
，

ボ
ンベ

個
数

の
変

更
及

び
配

管
⼝

径
の

⼀
部

を
変

更
（

縮
⼩

）
す

る
。

68
L*

3

（
60

kg
）

15
90

0k
g

16
*3

変
更

な
し

変
更

な
し

変
更

な
し

26
15

60
kg

27
*3

②
⾮

常
⽤

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤

全
域

放
出

⽅
式

不
活

性
ガ

ス
消

⽕
設

備

31
91

m
3

24
72

kg
・ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤
同

様
に

消
⽕

能
⼒

に
対

し⾒
直

しを
⾏

った
結

果
，

主
配

管
の

総
延

⻑
が

約
13

0m
増

加
した

。
それ

に
伴

い
，

放
射

圧
⼒

＊
5 が

不
⾜

す
る

こと
に

な
った

た
め

，
ボ

ンベ
個

数
を

変
更

す
る

。配
管

⼝
径

に
つ

い
て

は
，

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

と同
様

な
設

備
構

成
が

可
能

な
た

め
，

変
更

は
な

い
。

82
.5

L*
3

（
55

㎏
）

46
＊

6
25

30
kg

47
*3

変
更

な
し

変
更

な
し

変
更

な
し

69
＊

6
37

95
kg

70
*3

③

⾼
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤

全
域

放
出

⽅
式

不
活

性
ガ

ス
消

⽕
設

備

31
00

m
3

23
93

kg
・ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤
同

様
に

消
⽕

能
⼒

に
対

し⾒
直

しを
⾏

った
結

果
，

主
配

管
の

総
延

⻑
が

約
12

0m
増

加
した

。
それ

に
伴

い
，

放
射

圧
⼒

＊
5 が

不
⾜

す
る

こと
に

な
った

た
め

，
配

管
⼝

径
の

⼀
部

を
変

更
（

拡
⼤

）
す

る
。配

管
⼝

径
の

⼀
部

変
更

（
拡

⼤
）

に
よ

る
圧

⼒
損

失
の

低
減

を
図

る
こと

に
よ

り，
放

射
圧

⼒
＊

5 の
確

保
が

可
能

な
こと

か
ら，

ボ
ンベ

個
数

は
変

更
な

く配
管

⼝
径

の
み

変
更

す
る

。

82
.5

L*
３

（
55

㎏
）

44
24

20
kg

45
*3

変
更

な
し

変
更

な
し

変
更

な
し

第
2表

ガ
ス

系
消

⽕
設

備
の

消
⽕

剤
必

要
量

及
び

ボ
ンベ

個
数

の
算

出
結

果
（

１
／

２
）

（
上

段
が

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

の
設

計
根

拠
，

下
段

が
今

回
⼯

認
の

設
計

根
拠

）

別
紙
1︓

ボ
ン
ベ
（
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
）
の
個
数
変
更
の
概
要
（
２
／
６
）


ガ

ス
系

消
⽕

設
備

の
消

⽕
剤

の
量

の
⾒

直
しに

伴
うボ

ンベ
個

数
の

算
出

に
つ

い
て

第
1表

の
ガ

ス
系

消
⽕

設
備

ご
との

消
⽕

剤
の

量
の

算
出

⽅
法

に
よ

り算
出

され
た

量
以

上
の

消
⽕

剤
の

量
（

消
⽕

剤
総

量
）

を
確

保
し，

消
防

法
で

要
求

され
る

消
⽕

設
備

に
関

す
る

基
準

（
噴

射
ヘ

ッド
や

貯
蔵

容
器

等
の

設
置

及
び

維
持

に
関

す
る

基
準

）
を

満
⾜

す
る

よ
う，

ガ
ス

系
消

⽕
設

備
の

配
置

計
画

を
⾒

直
し，

これ
らの

結
果

を
反

映
した

必
要

ボ
ンベ

個
数

とし
た

。
第

2表
に

，
ガ

ス
系

消
⽕

設
備

の
消

⽕
剤

必
要

量
及

び
ボ

ンベ
個

数
の

算
出

結
果

を
⽰

す
。

14
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第
１

図
ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤
及

び
⾮

常
⽤

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤
・

⾼
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤
ボ

ンベ
設

置
配

管
経

路
の

変
更

概
要

別
紙
1︓

ボ
ン
ベ
（
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
）
の
個
数
変
更
の
概
要
（
３
／
６
）

362
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第
2表

ガ
ス

系
消

⽕
設

備
の

消
⽕

剤
必

要
量

及
び

ボ
ンベ

個
数

の
算

出
結

果
（

２
／

２
）

番
号

対
象

ガ
ス
系

消
⽕
設
備

防
護
区
画

の
体
積

消
⽕
剤
量
*1

配
置
計
画
の
変
更
概
要
*2

配
置
計
画
を
反
映
した
必
要
ボ
ン
ベ
個
数

ボ
ン
ベ

個
数

ボ
ン
ベ
容
量

ボ
ン
ベ

個
数

消
⽕
剤
総
量

④

低
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

ポ
ンプ

⽤
局

所
放

出
式

ハ
ロゲ

ン化
物

消
⽕

設
備

70
m

3
*3

35
0k

g
・⼲

渉
物

回
避

に
よ

る
ボ

ンベ
設

置
位

置
及

び
配

管
経

路
の

変
更

が
⽣

じた
た

め
，

設
備

の
配

置
計

画
の

⾒
直

しを
⾏

った
。そ

の
結

果
，

配
管

経
路

等
の

変
更

が
あ

る
が

，
20

18
年

SA
本

体
⼯

認
と同

様
な

設
備

構
成

が
可

能
な

た
め

，
ボ

ンベ
個

数
及

び
配

管
⼝

径
の

変
更

は
な

い
。

68
L*

4

（
60

kg
）

6
36

0k
g

7*
4

変
更

な
し

変
更

な
し

変
更

な
し

変
更

な
し

注
記

＊
1︓

消
防

法
で

規
定

され
る

防
護

区
画

の
体

積
か

ら算
出

され
る

消
⽕

剤
の

量
を

⽰
す

。
＊

2︓
ボ

ンベ
個

数
及

び
配

管
⼝

径
の

変
更

に
影

響
した

主
な

配
置

計
画

の
変

更
概

要
を

⽰
す

。
＊

3︓
局

所
放

出
式

の
た

め
，

防
護

空
間

体
積

を
⽰

す
。

＊
4︓

要
⽬

表
の

記
載

値
を

⽰
す

。併
記

して
い

る
（

kg
）

は
，

防
護

区
画

の
体

積
の

必
要

消
⽕

剤
量

を
満

⾜
す

る
消

⽕
剤

総
量

を
考

慮
して

設
定

して
い

る
。

別
紙
1︓

ボ
ン
ベ
（
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
）
の
個
数
変
更
の
概
要
（
４
／
６
）

（
上

段
が

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

の
設

計
根

拠
，

下
段

が
今

回
⼯

認
の

設
計

根
拠

）

363
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第
２

図
低

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
ポ

ンプ
⽤

配
管

経
路

の
変

更
概

要

別
紙
1︓

ボ
ン
ベ
（
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
及
び
⼆
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
）
の
個
数
変
更
の
概
要
（
６
／
６
）

364



別
紙

２
︓

⽕
災

防
護

審
査

基
準

と東
海

第
⼆

発
電

所
の

設
計

及
び

⼯
事

計
画

変
更

認
可

申
請

書
対

応
表

 

18
 

実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

及
び

その
附

属
施

設
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
 

東
海

第
⼆

発
電

所
 設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
書

 
適

合
性

検
討

対
象

の
有

無
 

○
︓

有
 

－
︓

無
 

今
回

⼯
認

の
実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
及

び
その

附
属

施
設

 
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
へ

の
適

合
性

確
認

結
果

 

適
合

の
有

無
 

○
︓

有
 

×
︓

無
 

－
︓

対
象

外
 

1.
 ま

え
が

き 
  

 【
 略

 】
 

 

 
 

 

2.
 基

本
事

項
 

(1
) 

原
⼦

炉
施

設
内

の
⽕

災
区

域
⼜

は
⽕

災
区

画
に

設
置

され
る

安
全

機
能

を
有

す
る

構
造

物
、系

統
及

び
機

器
を

⽕
災

か
ら防

護
す

る
こと

を⽬
的

とし
て

、以
下

に
⽰

す
⽕

災
区

域
及

び
⽕

災
区

画
の

分
類

に
基

づ
い

て
、⽕

災
発

⽣
防

⽌
、⽕

災
の

感
知

及
び

消
⽕

、⽕
災

の
影

響
軽

減
の

それ
ぞ

れ
を

考
慮

した
⽕

災
防

護
対

策
を

講
ず

る
こと

。 
 ①

 原
⼦

炉
の

⾼
温

停
⽌

及
び

低
温

停
⽌

を
達

成
し、

維
持

す
る

た
め

の
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、系
統

及
び

機
器

が
設

置
され

る
⽕

災
区

域
及

び
⽕

災
区

画
 

 ②
 放

射
性

物
質

の
貯

蔵
⼜

は
閉

じ込
め

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、系

統
及

び
機

器
が

設
置

され
る

⽕
災

区
域

 
(2

) 
⽕

災
防

護
対

策
並

び
に

⽕
災

防
護

対
策

を実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

⼿
順

、機
器

及
び

職
員

の
体

制
を

含
め

た
⽕

災
防

護
計

画
を

策
定

す
る

こと
。 

 

 
○

 
 今

回
の

⽕
災

防
護

⽤
ハ

ロン
ボ

ンベ
，

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ン
ベ

及
び

主
配

管
の

改
造

（
以

下
「今

回
⼯

認
」と

い
う。

）
に

よ
って

も
，

①
，

②
の

⽕
災

区
域

・⽕
災

区
画

に
変

更
は

な
く，

⽕
災

発
⽣

防
⽌

，
⽕

災
の

感
知

及
び

消
⽕

，
⽕

災
の

影
響

軽
減

を
考

慮
した

⽕
災

対
策

を
講

ず
る

⽅
針

に
変

更
は

な
い

。（
⽕

災
の

消
⽕

に
関

す
る

具
体

的
な

適
合

性
は

「2
.2

.1
(2

)」
及

び
「2

.2
.2

」の
とお

り。
）

 
  

 ○
         

2.
1 

⽕
災

発
⽣

防
⽌

 
2.

1.
1 

原
⼦

炉
施

設
は

⽕
災

の
発

⽣
を

防
⽌

す
る

た
め

に
以

下
の

各
号

に
掲

げ
る

⽕
災

防
護

対
策

を講
じた

設
計

で
あ

る
こと

。 
(1

) 
【 

略
 】

 
(2

) 
【 

略
 】

 
(3

) 
【 

略
 】

 
(4

) 
【 

略
 】

 
(5

) 
【 

略
 】

 
(6

) 
【 

略
 】

 
 

 －
         

 今
回

⼯
認

は
⽕

災
の

消
⽕

に
係

る
も

の
で

あ
る

た
め

，
⽕

災
の

発
⽣

を
防

⽌
す

る
た

め
の

⽕
災

防
護

対
策

を講
じる

設
計

に
係

る
事

項
は

対
象

外
で

あ
る

。 
       

 －
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実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

及
び

その
附

属
施

設
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
 

東
海

第
⼆

発
電

所
 設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
書

 
適

合
性

検
討

対
象

の
有

無
 

○
︓

有
 

－
︓

無
 

今
回

⼯
認

の
実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
及

び
その

附
属

施
設

 
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
へ

の
適

合
性

確
認

結
果

 

適
合

の
有

無
 

○
︓

有
 

×
︓

無
 

－
︓

対
象

外
 

 2.
1.

2 
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、系
統

及
び

機
器

は
、以

下
の

各
号

に
掲

げ
る

とお
り、

不
燃

性
材

料
⼜

は
難

燃
性

材
料

を使
⽤

した
設

計
で

あ
る

こと
。た

だ
し、

当
該

構
築

物
、系

統
及

び
機

器
の

材
料

が
、不

燃
性

材
料

⼜
は

難
燃

性
材

料
と同

等
以

上
の

性
能

を有
す

る
も

の
（

以
下

「代
替

材
料

」と
い

う。
）

で
あ

る
場

合
、も

しく
は

、当
該

構
築

物
、系

統
及

び
機

器
の

機
能

を確
保

す
る

た
め

に
必

要
な

代
替

材
料

の
使

⽤
が

技
術

上
困

難
な

場
合

で
あ

って
、当

該
構

築
物

、系
統

及
び

機
器

に
お

け
る

⽕
災

に
起

因
して

他
の

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、系

統
及

び
機

器
に

お
い

て
⽕

災
が

発
⽣

す
る

こと
を防

⽌
す

る
た

め
の

措
置

が
講

じら
れ

て
い

る
場

合
は

、こ
の

限
りで

は
な

い
。 

(1
) 

【 
略

 】
 

(2
) 

【 
略

 】
 

(3
) 

【 
略

 】
 

(4
) 

【 
略

 】
 

(5
) 

【 
略

 】
 

(6
) 

【 
略

 】
  

 2.
1.

3 
落

雷
、地

震
等

の
⾃

然
現

象
に

よ
って

、原
⼦

炉
施

設
内

の
構

築
物

、系
統

及
び

機
器

に
⽕

災
が

発
⽣

しな
い

よ
うに

以
下

の
各

号
に

掲
げ

る
⽕

災
防

護
対

策
を

講
じた

設
計

で
あ

る
こと

。 
(1

) 
落

雷
に

よる
⽕

災
の

発
⽣

防
⽌

対
策

とし
て

、建
屋

等
に

避
雷

設
備

を設
置

す
る

こと
。 

(2
) 

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、系

統
及

び
機

器
は

、⼗
分

な
⽀

持
性

能
をも

つ
地

盤
に

設
置

す
る

とと
も

に
、⾃

らが
破

壊
⼜

は
倒

壊
す

る
こと

に
よる

⽕
災

の
発

⽣
を

防
⽌

す
る

こと
。な

お
、耐

震
設

計
に

つ
い

て
は

実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

及
び

その
附

属
施

設
の

位
置

、構
造

及
び

設
備

の
基

準
に

関
す

る
規

則
の

解
釈

 －
                －
         

 今
回

⼯
認

は
⽕

災
の

消
⽕

に
係

る
も

の
で

あ
る

た
め

，
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
の

不
燃

性
材

材
料

⼜
は

難
燃

性
材

料
の

使
⽤

した
設

計
に

係
る

事
項

は
対

象
外

で
あ

る
。 

             今
回

⼯
認

は
⽕

災
の

消
⽕

に
係

る
も

の
で

あ
る

た
め

，
落

雷
，

地
震

等
の

⾃
然

現
象

に
よ

る
原

⼦
炉

施
設

内
の

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

の
⽕

災
の

発
⽣

を
防

⽌
す

る
た

め
の

⽕
災

防
護

対
策

を
講

じる
設

計
に

係
る

事
項

は
対

象
外

で
あ

る
。 

      

 －
                －
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実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

及
び

その
附

属
施

設
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
 

東
海

第
⼆

発
電

所
 設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
書

 
適

合
性

検
討

対
象

の
有

無
 

○
︓

有
 

－
︓

無
 

今
回

⼯
認

の
実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
及

び
その

附
属

施
設

 
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
へ

の
適

合
性

確
認

結
果

 

適
合

の
有

無
 

○
︓

有
 

×
︓

無
 

－
︓

対
象

外
 

（
原

規
技

発
第

13
06

19
3 

号
（

平
成

25
 年

6 
⽉

19
 ⽇

原
⼦

⼒
規

制
委

員
会

決
定

）
）

に
従

うこ
と。

 
2.

2 
⽕

災
の

感
知

・消
⽕

 
2.

2.
1 

⽕
災

感
知

設
備

及
び

消
⽕

設
備

は
、以

下
の

各
号

に
掲

げ
る

よ
うに

、安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、系

統
及

び
機

器
に

対
す

る
⽕

災
の

影
響

を
限

定
し、

早
期

の
⽕

災
感

知
及

び
消

⽕
を⾏

え
る

設
計

で
あ

る
こと

。 
(1

) 
⽕

災
感

知
設

備
 

 ①
 【

 略
 】

 
 ②

 【
 略

 】
 

 ③
 【

 略
 】

 
 ④

 【
 略

 】
 

(2
) 

消
⽕

設
備

 
①

 消
⽕

設
備

に
つ

い
て

は
、以

下
に

掲
げ

る
とこ

ろ
に

よ
る

こと
。 

ａ
．

消
⽕

設
備

は
、⽕

災
の

⽕
炎

及
び

熱
に

よ
る

直
接

的
な

影
響

の
み

な
らず

、
煙

、流
出

流
体

、断
線

、爆
発

等
に

よ
る

⼆
次

的
影

響
が

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、系

統
及

び
機

器
に

悪
影

響
を

及
ぼ

さな
い

よ
うに

設
置

す
る

こと
。 

          

      －
       ○
             

      今
回

⼯
認

は
⽕

災
の

消
⽕

に
係

る
も

の
で

あ
る

た
め

，
⽕

災
感

知
器

の
設

計
に

係
る

事
項

は
対

象
外

で
あ

る
。 

     ａ
．

今
回

⼯
認

に
よ

って
も

，
ハ

ロゲ
ン

化
物

⾃
動

消
⽕

設
備

（
全

域
）

，
ハ

ロ
ゲ

ン
化

物
⾃

動
消

⽕
設

備
（

局
所

）
及

び
⼆

酸
化

炭
素

⾃
動

消
⽕

設
備

（
全

域
）

の
ボ

ンベ
及

び
制

御
盤

は
，

⽕
災

防
護

上
重

要
な

機
器

等
及

び
重

⼤
事

故
等

対
処

施
設

に
影

響
を

及
ぼ

さな
い

よ
う，

消
⽕

対
象

とな
る

機
器

が
設

置
され

て
い

る
⽕

災
区

域
⼜

は
⽕

災
区

域
とは

別
の

区
画

に
設

置
す

る
こ

と，
ハ

ロ
ゲ

ン
化

物
⾃

動
消

⽕
設

備
（

全
域

）
，

ハ
ロ

ゲ
ン

化
物

⾃
動

消
⽕

設
備

（
局

所
）

及
び

⼆
酸

化
炭

素
⾃

動
消

⽕
設

備
（

全
域

）
は

，
電

気
絶

縁
性

の
⾼

い
ガ

ス
を

採
⽤

す
る

こと
，

ま
た

，
消

⽕
対

象
物

と⼗
分

に
離

れ
た

位
置

に
ボ

ン
ベ

及
び

制
御

盤
を

設
置

す
る

こと
で

，
⽕

災
の

⽕
炎

，
熱

に
よ

る
直

接
的

な
影

響
の

み
な

らず
，

煙
，

流
出

流
体

，
断

線
及

び
爆

発
等

の
⼆

次
的

な
影

響
が

，
⽕

災
が

発
⽣

して
い

な
い

⽕
災

防
護

上
重

要
な

機
器

等
及

び
重

⼤
事

故
等

対
処

施
設

に
影

響
を

及
ぼ

さな
い

設
計

とす
る

こと
，

消
⽕

設
備

の
ボ

ンベ
は

，
⽕

災
の

熱
の

影
響

を
受

け
て

も
破

損
及

び
爆

発
が

発
⽣

しな
い

よ

      －
       ○
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実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

及
び

その
附

属
施

設
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
 

東
海

第
⼆

発
電

所
 設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
書

 
適

合
性

検
討

対
象

の
有

無
 

○
︓

有
 

－
︓

無
 

今
回

⼯
認

の
実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
及

び
その

附
属

施
設

 
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
へ

の
適

合
性

確
認

結
果

 

適
合

の
有

無
 

○
︓

有
 

×
︓

無
 

－
︓

対
象

外
 

   ｂ
．

可
燃

性
物

質
の

性
状

を踏
ま

え
、想

定
され

る
⽕

災
の

性
質

に
応

じた
⼗

分
な

容
量

の
消

⽕
剤

を
備

え
る

こと
。 

   ｃ
．

消
⽕

栓
は

、全
て

の
⽕

災
区

域
の

消
⽕

活
動

に
対

処
で

きる
よ

う配
置

す
る

こ
と。

 
ｄ

．
移

動
式

消
⽕

設
備

を配
備

す
る

こと
。 

ｅ
．

消
⽕

設
備

は
、外

部
電

源
喪

失
時

に
機

能
を

失
わ

な
い

よう
に

、電
源

を
確

保
す

る
設

計
で

あ
る

こと
。 

     ｆ
．

消
⽕

設
備

は
、故

障
警

報
を

中
央

制
御

室
に

吹
鳴

す
る

設
計

で
あ

る
こと

。 
    ｇ

．
原

⼦
炉

の
⾼

温
停

⽌
及

び
低

温
停

⽌
に

係
る

安
全

機
能

を有
す

る
構

築
物

、系
統

及
び

機
器

相
互

の
系

統
分

離
を⾏

うた
め

に
設

け
られ

た
⽕

災
区

域
⼜

は
⽕

災
区

画
に

設
置

され
る

消
⽕

設
備

は
、系

統
分

離
に

応
じた

独
⽴

性
を

   ○
     －
  －
 

○
       ○
     ○
   

う，
ボ

ン
ベ

に
接

続
す

る
安

全
弁

に
よ

りボ
ン

ベ
の

過
圧

を
防

⽌
す

る
設

計
とす

る
こと

に
変

更
は

な
い

。（
基

本
設

計
⽅

針
 第

2
章

１
.(

2)
 b.

(d
)イ

，
Ⅴ

-1
-

1-
1 

P1
23

，
V-

1-
1-

7 
P8

7，
補

⾜
－

4 
図

１
，

図
2）

 
ｂ

．
今

回
⼯

認
に

よ
って

も
，

消
⽕

設
備

の
消

⽕
剤

は
，

想
定

され
る

⽕
災

の
性

質
に

応
じて

⼗
分

な
容

量
を

確
保

す
る

た
め

，
消

防
法

施
⾏

規
則

及
び

試
験

結
果

に
基

づ
く容

量
を

配
備

す
る

設
計

とす
る

こと
に

変
更

は
な

い
。（

基
本

設
計

⽅
針

 第
2

章
１

. (
2)

b.
(a

)イ
，

Ⅴ
-1

-1
-1

 P
12

4，
V-

1-
1-

7 
 

P8
4，

補
⾜

－
4 

別
紙

）
 

ｃ
．

消
⽕

栓
に

係
る

事
項

で
あ

る
た

め
対

象
外

で
あ

る
。 

 ｄ
．

移
動

式
消

⽕
設

備
に

係
る

事
項

で
あ

る
た

め
対

象
外

で
あ

る
。 

ｅ
．

今
回

⼯
認

に
よ

って
も

，
⼆

酸
化

炭
素

⾃
動

消
⽕

設
備

（
全

域
）

，
ハ

ロ
ゲ

ン
化

物
⾃

動
消

⽕
設

備
（

全
域

）
及

び
ハ

ロ
ゲ

ン
化

物
⾃

動
消

⽕
設

備
（

局
所

）
（

ケ
ー

ブ
ル

トレ
イ⽤

は
除

く。
）

は
，

外
部

電
源

喪
失

時
に

も
消

⽕
が

で
き

る
よ

うに
，

⾮
常

⽤
電

源
か

ら受
電

す
る

とと
も

に
，

設
備

の
作

動
に

必
要

な
電

源
を

供
給

す
る

蓄
電

池
も

設
け

，
全

交
流

動
⼒

電
源

喪
失

時
に

も
電

源
を

確
保

す
る

設
計

す
る

こと
に

変
更

は
な

い
。（

基
本

設
計

⽅
針

 第
2

章
１

. (
2)

b.
(C

)，
Ⅴ

-1
-1

-1
 P

12
6 

，
V-

1-
1-

7 
P7

4）
 

ｆ
．

今
回

⼯
認

に
よ

って
も

，
ハ

ロゲ
ン

化
物

⾃
動

消
⽕

設
備

（
全

域
）

，
ハ

ロ
ゲ

ン
化

物
⾃

動
消

⽕
設

備
（

局
所

）
及

び
⼆

酸
化

炭
素

⾃
動

消
⽕

設
備

（
全

域
）

は
，

電
源

断
等

の
故

障
警

報
を

中
央

制
御

室
に

発
す

る
設

計
とす

る
こと

に
変

更
は

な
い

。（
基

本
設

計
⽅

針
 第

2
章

１
. (

2)
b.

(e
)イ

，
 

Ⅴ
-1

-1
-1

 P
12

6，
V-

1-
1-

7 
P8

8）
 

ｇ
．

今
回

⼯
認

に
よ

って
も

，
ハ

ロゲ
ン化

物
⾃

動
消

⽕
設

備
（

全
域

）
，

ハ
ロ

ゲ
ン化

物
⾃

動
消

⽕
設

備
（

局
所

）
及

び
⼆

酸
化

炭
素

⾃
動

消
⽕

設
備

（
全

域
）

は
，

区
分

分
離

や
位

置
的

分
散

に
応

じた
独

⽴
性

を備
え

た
設

計

   ○
     －
  －
 

○
       ○
     ○
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実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

及
び

その
附

属
施

設
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
 

東
海

第
⼆

発
電

所
 設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
書

 
適

合
性

検
討

対
象

の
有

無
 

○
︓

有
 

－
︓

無
 

今
回

⼯
認

の
実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
及

び
その

附
属

施
設

 
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
へ

の
適

合
性

確
認

結
果

 

適
合

の
有

無
 

○
︓

有
 

×
︓

無
 

－
︓

対
象

外
 

備
え

た
設

計
で

あ
る

こと
。 

 ｈ
．

原
⼦

炉
の

⾼
温

停
⽌

及
び

低
温

停
⽌

を
達

成
し、

維
持

す
る

た
め

の
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、系
統

及
び

機
器

が
設

置
され

る
⽕

災
区

域
⼜

は
⽕

災
区

画
で

あ
って

、⽕
災

時
に

煙
の

充
満

、放
射

線
の

影
響

等
に

よ
り消

⽕
活

動
が

困
難

な
とこ

ろ
に

は
、⾃

動
消

⽕
設

備
⼜

は
⼿

動
操

作
に

よ
る

固
定

式
消

⽕
設

備
を

設
置

す
る

こと
。 

ｉ
．

放
射

性
物

質
の

貯
蔵

⼜
は

閉
じ込

め
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、系
統

及
び

機
器

が
設

置
され

る
⽕

災
区

域
で

あ
って

、⽕
災

時
に

煙
の

充
満

、放
射

線
の

影
響

等
に

よ
り消

⽕
活

動
が

困
難

な
とこ

ろ
に

は
、⾃

動
消

⽕
設

備
⼜

は
⼿

動
操

作
に

よ
る

固
定

式
消

⽕
設

備
を設

置
す

る
こと

。 
ｊ

．
電

源
を

内
蔵

した
消

⽕
設

備
の

操
作

等
に

必
要

な
照

明
器

具
を

、必
要

な
⽕

災
区

域
及

び
その

出
⼊

通
路

に
設

置
す

る
こと

。 

  ○
     ○
    －
  

とす
る

こと
に

変
更

は
な

い
。（

基
本

設
計

⽅
針

 第
2章

１
. (

2)
b.

(b
)ロ

，
Ⅴ

-1
-1

-1
 P

12
4，

V-
1-

1-
7 

P8
6）

 
ｈ

．
今

回
⼯

認
に

よ
って

も
，

安
全

機
能

等
を

有
す

る
区

域
・区

画
の

消
⽕

活
動

が
困

難
とな

る
とこ

ろ
は

，
⾃

動
消

⽕
設

備
⼜

は
⼿

動
操

作
に

よる
固

定
式

ガ
ス

消
⽕

設
備

を
設

置
して

消
⽕

を⾏
う設

計
とす

る
こと

に
変

更
は

な
い

。（
基

本
設

計
⽅

針
 第

2章
１

. (
2)

b.
，

Ⅴ
-1

-1
-1

 P
12

3，
V-

1-
1-

7 
P7

6）
 

 ｉ
．

今
回

⼯
認

に
よ

って
も

，
閉

じ
込

め
を

有
す

る
区

域
・区

画
の

消
⽕

活
動

が
困

難
とな

る
とこ

ろ
は

，
⾃

動
消

⽕
設

備
⼜

は
⼿

動
操

作
に

よ
る

固
定

式
ガ

ス
消

⽕
設

備
を

設
置

して
消

⽕
を

⾏
う設

計
とす

る
こと

に
変

更
は

な
い

。（
Ⅴ

-1
-

1-
7 

P7
6）

 
ｊ

．
照

明
器

具
に

係
る

事
項

で
あ

る
た

め
対

象
外

で
あ

る
。 

 

  ○
     ○
    －
 

 ②
 消

⽕
剤

に
⽔

を
使

⽤
す

る
消

⽕
設

備
に

つ
い

て
は

、①
に

掲
げ

る
とこ

ろ
に

よる
ほ

か
、以

下
に

掲
げ

る
とこ

ろ
に

よ
る

こと
。 

ａ
．

消
⽕

⽤
⽔

供
給

系
の

⽔
源

及
び

消
⽕

ポ
ンプ

系
は

、多
重

性
⼜

は
多

様
性

を
備

え
た

設
計

で
あ

る
こと

。 
 

ｂ
．

2時
間

の
最

⼤
放

⽔
量

を確
保

で
き

る
設

計
で

あ
る

こと
。 

ｃ
．

消
⽕

⽤
⽔

供
給

系
を

サ
ー

ビス
系

⼜
は

⽔
道

⽔
系

と共
⽤

す
る

場
合

に
は

、
隔

離
弁

等
を

設
置

して
遮

断
す

る
等

の
措

置
に

より
、消

⽕
⽤

⽔
の

供
給

を
優

先
す

る
設

計
で

あ
る

こと
。 

ｄ
．

管
理

区
域

内
で

消
⽕

設
備

か
ら消

⽕
剤

が
放

出
され

た
場

合
に

、放
射

性
物

質
を

含
む

お
それ

の
あ

る
排

⽔
が

管
理

区
域

外
へ

流
出

す
る

こと
を防

⽌
す

る
設

計
で

あ
る

こと
。 

 

 
－

          
 

 

 消
⽕

剤
に

⽔
を使

⽤
す

る
消

⽕
設

備
に

係
る

事
項

で
あ

る
た

め
対

象
外

で
あ

る
。 

           

 －
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実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

及
び

その
附

属
施

設
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
 

東
海

第
⼆

発
電

所
 設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
書

 
適

合
性

検
討

対
象

の
有

無
 

○
︓

有
 

－
︓

無
 

今
回

⼯
認

の
実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
及

び
その

附
属

施
設

 
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
へ

の
適

合
性

確
認

結
果

 

適
合

の
有

無
 

○
︓

有
 

×
︓

無
 

－
︓

対
象

外
 

③
 消

⽕
剤

に
ガ

ス
を

使
⽤

す
る

消
⽕

設
備

に
つ

い
て

は
、①

に
掲

げ
る

とこ
ろ

に
よ

る
ほ

か
、固

定
式

の
ガ

ス
系

消
⽕

設
備

は
、作

動
前

に
職

員
等

の
退

出
が

で
き

る
よ

うに
警

報
を

吹
鳴

させ
る

設
計

で
あ

る
こと

。 
   （

参
考

）
 

(2
) 

消
⽕

設
備

に
つ

い
て

 
①

－
ｄ

 移
動

式
消

⽕
設

備
に

つ
い

て
は

、実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

の
設

置
、運

転
等

に
関

す
る

規
則

（
昭

和
５

３
年

通
商

産
業

省
令

第
７

７
号

）
第

８
３

条
第

３
号

を踏
まえ

て
設

置
され

て
い

る
こと

。 
①

－
ｇ

 「
系

統
分

離
に

応
じた

独
⽴

性
」と

は
、原

⼦
炉

の
⾼

温
停

⽌
及

び
低

温
停

⽌
に

係
る

安
全

機
能

を有
す

る
構

築
物

、系
統

及
び

機
器

が
系

統
分

離
を

⾏
うた

め
複

数
の

⽕
災

区
域

⼜
は

⽕
災

区
画

に
分

離
して

設
置

され
て

い
る

場
合

に
、そ

れ
らの

⽕
災

区
域

⼜
は

⽕
災

区
画

に
設

置
され

た
消

⽕
設

備
が

、消
⽕

ポ
ンプ

系
（

その
電

源
を

含
む

。）
等

の
動

的
機

器
の

単
⼀

故
障

に
よ

り、
同

時
に

機
能

を喪
失

す
る

こと
が

な
い

こと
を

い
う。

 
①

－
ｈ

－
１

 ⼿
動

操
作

に
よる

固
定

式
消

⽕
設

備
を

設
置

す
る

場
合

は
、早

期
に

消
⽕

設
備

の
起

動
が

可
能

とな
る

よ
う中

央
制

御
室

か
ら消

⽕
設

備
を

起
動

で
き

る
よ

うに
設

計
され

て
い

る
こと

。上
記

の
対

策
を講

じた
上

で
、中

央
制

御
室

以
外

の
⽕

災
区

域
⼜

は
⽕

災
区

画
に

消
⽕

設
備

の
起

動
装

置
を設

置
す

る
こ

とは
差

し⽀
え

な
い

。 
①

－
ｈ

－
２

 ⾃
動

消
⽕

設
備

に
は

ス
プリ

ンク
ラー

設
備

、⽔
噴

霧
消

⽕
設

備
及

び
ガ

ス
系

消
⽕

設
備

（
⾃

動
起

動
の

場
合

に
限

る
。）

が
あ

り、
⼿

動
操

作
に

よ
る

固
定

式
消

⽕
設

備
に

は
、ガ

ス
系

消
⽕

設
備

等
が

あ
る

。中
央

制
御

室
の

よ
うに

常
時

⼈
が

い
る

場
所

に
は

、ハ
ロン

13
01

を除
き

ガ
ス

系
消

⽕
設

備
が

設

○
        －
   ○
      ○
     ○
    

今
回

⼯
認

に
よっ

て
も

，
ハ

ロゲ
ン化

物
⾃

動
消

⽕
設

備
（

全
域

）
，

ハ
ロゲ

ン
化

物
⾃

動
消

⽕
設

備
（

局
所

）
（

ケ
ー

ブ
ル

トレ
イ⽤

及
び

電
源

盤
・制

御
盤

⽤
を

除
く）

及
び

⼆
酸

化
炭

素
⾃

動
消

⽕
設

備
（

全
域

）
は

，
作

動
前

に
職

員
等

の
退

出
が

で
き

る
よ

うに
警

報
⼜

は
⾳

声
警

報
を

発
す

る
設

計
とす

る
こと

に
変

更
は

な
い

。（
基

本
設

計
⽅

針
 第

2章
１

. (
2)

b.
(e

)ロ
，

Ⅴ
-1

-1
-1

 
P1

23
，

Ⅴ
-1

-1
-7

 P
88

）
 

  ①
－

ｄ
．

移
動

式
消

⽕
設

備
に

係
る

事
項

で
あ

る
た

め
対

象
外

で
あ

る
。 

  ①
－

ｇ
．

今
回

⼯
認

に
よ

って
も

，
既

⼯
認

の
設

計
に

変
更

は
な

い
。 

     ①
－

ｈ
－

1．
今

回
⼯

認
に

よっ
て

も
，

既
⼯

認
の

設
計

に
変

更
は

な
い

。 
    ①

－
ｈ

－
2．

今
回

⼯
認

に
よっ

て
も

，
既

⼯
認

の
設

計
に

変
更

は
な

い
。 

   

○
        －
   ○
      ○
     ○
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実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

及
び

その
附

属
施

設
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
 

東
海

第
⼆

発
電

所
 設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
書

 
適

合
性

検
討

対
象

の
有

無
 

○
︓

有
 

－
︓

無
 

今
回

⼯
認

の
実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
及

び
その

附
属

施
設

 
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
へ

の
適

合
性

確
認

結
果

 

適
合

の
有

無
 

○
︓

有
 

×
︓

無
 

－
︓

対
象

外
 

け
られ

て
い

な
い

こと
を

確
認

す
る

こと
。 

②
－

ｂ
 消

⽕
設

備
の

た
め

の
必

要
⽔

量
は

、要
求

され
る

放
⽔

時
間

及
び

必
要

圧
⼒

で
の

最
⼤

流
量

を
基

に
設

計
され

て
い

る
こと

。こ
の

最
⼤

流
量

は
、要

求
さ

れ
る

固
定

式
消

⽕
設

備
及

び
⼿

動
消

⽕
設

備
の

最
⼤

流
量

を
合

計
した

も
の

で
あ

る
こと

。な
お

、最
⼤

放
⽔

量
の

継
続

時
間

とし
て

の
2時

間
は

、⽶
国

原
⼦

⼒
規

制
委

員
会

（
NR

C）
が

定
め

る
Re

gu
la

to
ry

 G
ui

de
 1

.1
89

で
規

定
され

て
い

る
値

で
あ

る
。 

上
記

の
条

件
で

設
定

され
た

防
⽕

⽔
槽

の
必

要
容

量
は

、R
eg

ul
at

or
y 

Gu
id

e 
1.

18
9で

は
、1

,1
36

,0
00

リッ
トル

（
1,

13
6㎥

）
以

上
とし

て
い

る
。  

2.
2.

2 
⽕

災
感

知
設

備
及

び
消

⽕
設

備
は

、以
下

の
各

号
に

⽰
す

よう
に

、地
震

等
の

⾃
然

現
象

に
よ

って
も

、⽕
災

感
知

及
び

消
⽕

の
機

能
、性

能
が

維
持

され
る

設
計

で
あ

る
こと

。 
(1

) 
凍

結
す

る
お

それ
が

あ
る

消
⽕

設
備

は
、凍

結
防

⽌
対

策
を講

じた
設

計
で

あ
る

こと
。 

(2
) 

⾵
⽔

害
に

対
して

消
⽕

設
備

の
性

能
が

著
しく

阻
害

され
な

い
設

計
で

あ
る

こと
。 

   (3
) 

消
⽕

配
管

は
、地

震
時

に
お

け
る

地
盤

変
位

対
策

を
考

慮
した

設
計

で
あ

る
こ

と。
 

 （
参

考
）

 
⽕

災
防

護
対

象
機

器
等

が
設

置
され

る
⽕

災
区

画
に

は
、耐

震
B・

Cク
ラス

の
機

器
が

設
置

され
て

い
る

場
合

が
考

え
られ

る
。こ

れ
らの

機
器

が
基

準
地

震
動

に
よ

り

 －
             －
 

 
○

    －
    ○
  

 ・②
－

b．
消

⽕
剤

に
⽔

を
使

⽤
す

る
消

⽕
設

備
に

係
る

事
項

の
た

め
対

象
外

で
あ

る
。 

           （
1）

屋
外

消
⽕

設
備

の
配

管
に

係
る

事
項

で
あ

る
た

め
対

象
外

で
あ

る
。 

 （
2）

今
回

⼯
認

に
よ

って
も

，
⾵

⽔
害

に
よ

り性
能

が
阻

害
され

ず
，

影
響

を受
け

な
い

よ
う建

屋
内

に
設

置
す

る
設

計
とす

る
こと

に
変

更
は

な
い

。（
基

本
設

計
⽅

針
 第

2章
１

. (
2)

b.
(f

)ロ
，

Ⅴ
-1

-1
-1

 P
12

2，
Ⅴ

-1
-1

-7
 

P8
9，

補
⾜

-4
 図

1，
図

2）
 

（
3）

屋
外

消
⽕

設
備

の
配

管
に

係
る

事
項

で
あ

る
た

め
対

象
外

で
あ

る
。 

   
今

回
⼯

認
に

よ
って

も
，

消
⽕

設
備

の
耐

震
評

価
⼿

法
等

に
は

変
更

な
く，

⽕
災

防
護

上
重

要
な

機
器

等
の

耐
震

クラ
ス

及
び

重
⼤

事
故

等
対

処
施

設
の

区
分

に

 －
             －
 

 
○

    －
    ○
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実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

及
び

その
附

属
施

設
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
 

東
海

第
⼆

発
電

所
 設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
書

 
適

合
性

検
討

対
象

の
有

無
 

○
︓

有
 

－
︓

無
 

今
回

⼯
認

の
実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
及

び
その

附
属

施
設

 
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
へ

の
適

合
性

確
認

結
果

 

適
合

の
有

無
 

○
︓

有
 

×
︓

無
 

－
︓

対
象

外
 

損
傷

しS
クラ

ス
機

器
で

あ
る

原
⼦

炉
の

⽕
災

防
護

対
象

機
器

の
機

能
を

失
わ

せ
る

こと
が

な
い

こと
が

要
求

され
る

とこ
ろ

で
あ

る
が

、そ
の

際
、耐

震
B・

Cク
ラス

機
器

に
基

準
地

震
動

に
よ

る
損

傷
に

伴
う⽕

災
が

発
⽣

した
場

合
に

お
い

て
も

、⽕
災

防
護

対
象

機
器

等
の

機
能

が
維

持
され

る
こと

に
つ

い
て

確
認

され
て

い
な

け
れ

ば
な

らな
い

。 
 (2

) 
消

⽕
設

備
を

構
成

す
る

ポ
ンプ

等
の

機
器

が
⽔

没
等

で
機

能
しな

くな
る

こと
の

な
い

よ
う、

設
計

に
当

た
って

は
配

置
が

考
慮

され
て

い
る

こと
。 

      ○
 

応
じて

，
機

能
を

保
持

す
る

設
計

とす
る

こと
に

変
更

は
な

い
。 

（
V-

1-
1-

1 
P9

0，
V-

1-
1-

7 
P7

3，
補

⾜
-1

 添
付

書
類

２
）

 
    今

回
⼯

認
に

よ
って

も
，

既
⼯

認
の

設
計

に
変

更
は

な
い

。（
基

本
設

計
⽅

針
 

第
2

章
１

. (
2)

b.
，

Ⅴ
-1

-1
-1

 P
12

2）
 

      ○
  

  
 

 
 

2.
2.

3 
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、系
統

及
び

機
器

は
、消

⽕
設

備
の

破
損

、
誤

動
作

⼜
は

誤
操

作
に

よ
って

、安
全

機
能

を
失

わ
な

い
設

計
で

あ
る

こと
。ま

た
、消

⽕
設

備
の

破
損

、誤
動

作
⼜

は
誤

操
作

に
よ

る
溢

⽔
の

安
全

機
能

へ
の

影
響

に
つ

い
て

「原
⼦

⼒
発

電
所

の
内

部
溢

⽔
影

響
評

価
ガ

イド
」に

よ
り確

認
す

る
こと

。 
 

○
 

今
回

⼯
認

に
よ

って
も

，
⽕

災
防

護
上

重
要

な
機

器
等

及
び

重
⼤

事
故

等
対

処
施

設
を

設
置

す
る

⽕
災

区
域

⼜
は

⽕
災

区
画

の
消

⽕
設

備
は

，
破

損
，

誤
作

動
⼜

は
誤

操
作

が
起

き
た

場
合

に
お

い
て

も
，

原
⼦

炉
を

安
全

に
停

⽌
させ

る
た

め
の

機
能

⼜
は

重
⼤

事
故

等
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

機
能

を
有

す
る

電
気

及
び

機
械

設
備

に
影

響
を

与
え

な
い

設
計

に
変

更
は

な
い

。ま
た

，
消

⽕
設

備
の

破
損

，
誤

作
動

⼜
は

誤
操

作
に

伴
う溢

⽔
に

よ
る

安
全

機
能

及
び

重
⼤

事
故

等
に

対
処

す
る

機
能

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
，

浸
⽔

防
護

設
備

の
基

本
設

計
⽅

針
（

「原
⼦

⼒
発

電
所

の
内

部
溢

⽔
影

響
評

価
ガ

イド
」）

に
よ

り確
認

す
る

こと
に

変
更

は
な

い
。（

基
本

設
計

⽅
針

 第
2

章
１

. (
2)

b.
，

Ⅴ
-1

-1
-1

 P
12

2）
 

 

○
 

2.
3 

⽕
災

の
影

響
軽

減
 

2.
3.

1 
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、系
統

及
び

機
器

の
重

要
度

に
応

じ、
それ

ら
を

設
置

す
る

⽕
災

区
域

⼜
は

⽕
災

区
画

内
の

⽕
災

及
び

隣
接

す
る

⽕
災

区
域

⼜
は

⽕
災

区
画

に
お

け
る

⽕
災

に
よ

る
影

響
に

対
し、

以
下

の
各

号
に

掲
げ

る
⽕

災
の

影
響

軽
減

の
た

め
の

対
策

を講
じた

設
計

で
あ

る
こと

。 
 (

1)
 【

 略
 】

 
 (

2)
 【

 略
 】

 

 －
      

 今
回

⼯
認

は
⽕

災
の

消
⽕

に
係

る
も

の
で

あ
る

た
め

，
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
の

重
要

度
に

応
じ

，
そ

れ
らを

設
置

す
る

⽕
災

区
域

⼜
は

⽕
災

区
画

内
の

⽕
災

及
び

隣
接

す
る

⽕
災

区
域

⼜
は

⽕
災

区
画

に
お

け
る

⽕
災

に
よ

る
影

響
に

対
す

る
⽕

災
の

影
響

軽
減

の
た

め
の

対
策

を
講

じる
設

計
に

係
る

事
項

は
対

象
外

で
あ

る
。 

 

 －
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実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

及
び

その
附

属
施

設
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
 

東
海

第
⼆

発
電

所
 設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
書

 
適

合
性

検
討

対
象

の
有

無
 

○
︓

有
 

－
︓

無
 

今
回

⼯
認

の
実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
及

び
その

附
属

施
設

 
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
へ

の
適

合
性

確
認

結
果

 

適
合

の
有

無
 

○
︓

有
 

×
︓

無
 

－
︓

対
象

外
 

 (
3)

 【
 略

 】
 

 (
4)

 【
 略

 】
 

 (
5)

 【
 略

 】
 

 (
6)

 【
 略

 】
 

  （
参

考
）

 
 (

1)
 【

 略
 】

 
 (

2)
－

1 
【 

略
 】

 
 (

2)
－

2 
【 

略
 】

 
 (

2)
－

3 
【 

略
 】

 
 (

2)
－

4 
【 

略
 】

 
 2.
3.

2 
原

⼦
炉

施
設

内
の

い
か

な
る

⽕
災

に
よ

って
も

、安
全

保
護

系
及

び
原

⼦
炉

停
⽌

系
の

作
動

が
要

求
され

る
場

合
に

は
、⽕

災
に

よ
る

影
響

を考
慮

して
も

、
多

重
化

され
た

それ
ぞ

れ
の

系
統

が
同

時
に

機
能

を
失

うこ
とな

く、
原

⼦
炉

を⾼
温

停
⽌

及
び

低
温

停
⽌

で
き

る
設

計
で

あ
る

こと
。 

ま
た

、原
⼦

炉
の

⾼
温

停
⽌

及
び

低
温

停
⽌

が
達

成
で

き
る

こと
を

、⽕
災

影
響

評
価

に
より

確
認

す
る

こと
。 

（
⽕

災
影

響
評

価
の

具
体

的
⼿

法
は

「原
⼦

⼒
発

電
所

の
内

部
⽕

災
影

響
評

価
ガ

イド
」に

よ
る

。）
 

 

            －
 

            今
回

⼯
認

は
⽕

災
の

消
⽕

に
係

る
も

の
で

あ
る

た
め

，
多

重
化

され
た

安
全

保
護

系
及

び
原

⼦
炉

停
⽌

系
が

同
時

に
機

能
を

失
うこ

とな
く，

原
⼦

炉
を

⾼
温

停
⽌

及
び

低
温

停
⽌

で
き

る
設

計
に

係
る

事
項

は
対

象
外

で
あ

る
。 

            －
 

3.
 個

別
の

⽕
災

区
域

⼜
は

⽕
災

区
画

に
お

け
る

留
意

事
項

 
⽕

災
防

護
対

策
の

設
計

に
お

い
て

は
、2

. 
に

定
め

る
基

本
事

項
の

ほ
か

、安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、系

統
及

び
機

器
の

それ
ぞ

れ
の

特
徴

を考
慮

した
⽕

災
防

護
対

策
を講

ず
る

こと
。 

 

－
  

今
回

⼯
認

は
⽕

災
の

消
⽕

に
係

る
も

の
で

あ
る

た
め

，
個

別
の

⽕
災

区
域

⼜
は

⽕
災

区
画

に
お

け
る

留
意

事
項

は
対

象
外

で
あ

る
。 

   

－
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別
紙

２
︓

⽕
災

防
護

審
査

基
準

と東
海

第
⼆

発
電

所
の

設
計

及
び

⼯
事

計
画

変
更

認
可

申
請

書
対

応
表

 

27
 

実
⽤

発
電

⽤
原

⼦
炉

及
び

その
附

属
施

設
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
 

東
海

第
⼆

発
電

所
 設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
書

 
適

合
性

検
討

対
象

の
有

無
 

○
︓

有
 

－
︓

無
 

今
回

⼯
認

の
実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
及

び
その

附
属

施
設

 
の

⽕
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
へ

の
適

合
性

確
認

結
果

 

適
合

の
有

無
 

○
︓

有
 

×
︓

無
 

－
︓

対
象

外
 

（
参

考
）

 
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、系
統

及
び

機
器

の
特

徴
を

考
慮

した
⽕

災
防

護
対

策
とし

て
、N

RC
 が

定
め

る
Re

gu
la

to
ry

 G
ui

de
 1

.1
89

 に
は

、以
下

の
も

の
が

⽰
され

て
い

る
。 

 (
1)

 【
 略

 】
 

 (
2)

 【
 略

 】
 

 (
3)

 【
 略

 】
 

 (
4)

 【
 略

 】
 

 (
5)

 【
 略

 】
 

 (
6)

 【
 略

 】
 

 (
7)

 【
 略

 】
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
（

以
下

「
」と

い
う。

）
東

側
の

２
階

の
ア

クセ
ス

ル
ー

ト（
図

中
の

緑
破

線
）

は
，

FV
遠

隔
⼈

⼒
操

作
，

緊
急

⽤
直

流
12

5V
M

CC
及

び
1階

電
気

室
へ

の
予

備
ル

ー
ト


次

の
理

由
か

ら，
ハ

ロン
ボ

ンベ
及

び
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ンベ

（
以

下
「ボ

ンベ
」と

い
う。

）
を

移
設

①
FV

兼
⽤

化
に

よ
りF

V遠
隔

⼈
⼒

操
作

場
所

及
び

配
管

等
が

か
らな

くな
った

こと
に

よ
る

東
側

の
機

器
配

置
の

⾒
直

し＊
②

ボ
ンベ

の
設

計
進

捗
に

よ
る

ボ
ンベ

設
置

に
必

要
な

ス
ペ

ー
ス

の
明

確
化


今

回
⼯

認
で

移
設

す
る

ボ
ンベ

は
，

20
18

年
Ｓ

Ａ
本

体
施

設
の

許
認

可
時

の
２

階
の

ア
クセ

ス
ル

ー
ト上

に
設

置
す

る
こと

とな
る

が
，

ア
クセ

ス
ル

ー
トの

確
保

は
可

能
（

原
則

とし
て

い
る

通
⾏

幅
80

cm
を

確
保

可
能

）


ア
クセ

ス
ル

ー
ト（

予
備

）
は

作
業

の
成

⽴
性

に
係

る
時

間
評

価
に

は
使

⽤
して

い
な

い
こと

か
ら，

操
作

の
想

定
時

間
へ

の
影

響
は

な
い


な

お
，

操
作

の
想

定
時

間
に

使
⽤

して
い

る
ア

クセ
ス

ル
ー

トは
次

ペ
ー

ジ
の

とお
り

別
紙
３
︓
⽕
災
防
護
設
備
⽤
ボ
ン
ベ
移
設
に
伴
うア
ク
セ
ス
ル
ー
ト，

操
作
性
へ
の
影
響
に
つ
い
て
（
１
／
２
）

ボ
ンベ

移
設

場
所

とア
クセ

ス
ル

ー
ト配

置
図

（
２

階
）

緊
急
用
直
流

12
5V

M
C

C
・
技

術
的

能
力

1.
14

で
の

操
作

対
象

次
の

操
作

の
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト
（
予

備
）

・
階

段
Ｇ
経

由
，
３
階

F
V
遠

隔
人

力
操

作
（
Ｆ
Ｖ
兼

用
化

に
よ
り
，
現

在
は

削
除

）
・
２
階

緊
急

用
直

流
12

5V
M

C
C
へ
の
移
動

・
階

段
Ｈ
経

由
，
１
階

電
気

室
へ

の
移

動

ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
（
ケ
ー
ブ
ル
処
理
室
用
）

二
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
室
用
，
高
圧
注
水
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
室
用
） 2
8

＊
︓

FV
兼

⽤
化

に
よ

り次
の

設
備

が
な

くな
った

た
め

，
配

置
を

⾒
直

した
。

３
階

︓
FＶ

遠
隔

⼈
⼒

操
作

機
構

，
第

⼆
弁

操
作

室
，

Ｆ
Ｖ

配
管

２
階

︓
第

⼆
弁

操
作

室
空

気
ボ

ンベ
ユ

ニッ
ト

１
階

︓
Ｆ

Ｖ
配

管
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
技

術
的

能
⼒

1.
14

「電
源

の
確

保
に

関
す

る
⼿

順
」の

うち
，

「可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

代
替

所
内

電
気

設
備

へ
の

給
電

」
に

お
け

る
想

定
時

間
の

移
動

ル
ー

トは
，

北
⻄

「階
段

I」
か

ら南
東

「N
o.

23
電

気
盤

」


上
記

の
移

動
ル

ー
トの

予
備

とし
て

，
北

側
「階

段
L」

（
２

階
へ

）
➩

2階
破

線
部

➩
南

東
「階

段
Ｈ

」（
１

階
へ

）
➩

「N
o.

23
電

気
盤

」を
確

保

別
紙
３
︓
⽕
災
防
護
設
備
⽤
ハ
ロ
ン
ボ
ン
ベ
移
設
に
伴
うア
ク
セ
ス
ル
ー
ト，

操
作
性
へ
の
影
響
に
つ
い
て
（
2／

2）

技
術

的
能

⼒
に

お
け

る
ア

クセ
ス

ル
ー

ト（
原

⼦
炉

建
屋

１
階

）

2
9
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＜
全

域
放

出
⽅

式
＞

消
防

法
施

⾏
規

則
第

20
条

第
3項

1号
イに

基
づ

き
防

護
対

象
機

器
に

対
して

防
護

空
間

体
積

を
算

出
す

る
。

防
護

区
画

の
体

積
×

0.
32

（
kg

/m
3 ）

＋
防

護
区

画
の

開
⼝

部
⾯

積
×

2.
4（

kg
/m

2 ）

参
考
１
︓
全
域
放
出
⽅
式
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
⽕
設
備
の
消
⽕
剤
の
量
の
算
出
⽅
法
（
例
︓
①
ケ
ー
ブ
ル
処
理
室
⽤
）

防
護

空
間

体
積

計
算

（
代

表
例

）
Ｖ

m
3 ＝

Ｌ
✕

Ｗ
✕

Ｈ
＝

Ｓ
✕

Ｈ

①
【ケ
ー
ブ
ル
処
理
室
⽤

】

3
0

①

②

③

④
S
（
面
積
）
①
：

6
×

7
.
7

≒
 
 
 
4
6
.
2

m
2

②
：

1
1.
45

×
3
7.
5

≒
 
 4
2
9.
4

m2

③
：

5
×

5
×

1
/
2

≒
 

1
2
.
5

m2

④
：

1
3

×
1
1
.
4
5

≒
14
9

m2

V
（
体
積
）
①
＋
②
：

4
7
5
.
6

×
4
.
3
H

≒
2
0
4
6

m
3

③
＋
④
：

1
6
2

×
4
H

≒
6
4
8

m3

（
合
計
）

2
6
9
4

m3

消
火
剤
量

：
26
9
4
×

0
.
3
2
＋

0
×

2
.
4

≒
 
8
6
3
k
g
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0.
6m

0.
6m

0.
6m

0.
6m

0.
6m

L
W

H

＜
局

所
放

出
式

＞
消

防
法

施
⾏

規
則

第
20

条
第

3項
2号

ロに
基

づ
き

防
護

対
象

機
器

に
対

して
防

護
空

間
体

積
を

算
出

す
る

。

防
護

区
画

の
体

積
×

4­
3

ａ Ａ
（

kg
/m

3 ）
×

1.
25

⑦
【低

圧
炉

⼼
ス

プ
レイ

系
ポ

ンプ
⽤

】

参
考
２
︓
局
所
放
出
式
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
⽕
設
備
の
消
⽕
剤
の
量
の
算
出
⽅
法
（
例
︓
④
低
圧
炉
⼼
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
⽤
）

a
︓

0
（

防
護

区
画

に
実

際
に

設
け

られ
た

壁
が

な
い

た
め

）

消
⽕

剤
量

︓
70

×
（

4
–

3
×

0/
A

）
×

1.
25

＝
35

0
kg

V
=

（
2.

35
+

1.
2）

×
（

２
.3

5
+

1.
2）

×
（

4.
95

+
0.

6）
=

70
m

3

3
1

378



3
2

参
考
３
︓
配
置
計
画
の
変
更
概
要
の
補
⾜

項
⽬

①
ケ
ー
ブ
ル
処
理
室
⽤

②
⾮
常
⽤
デ
ィー
ゼ
ル
発
電
機
室
⽤

③
⾼
圧
炉
⼼
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィー
ゼ
ル
発
電
機
室
⽤

ボ
ンベ

設
置

位
置

変
更

に
伴

う配
置

計
画

の
⾒

直
し内

容
主

配
管

の
延

⻑
（

約
13

0m
）

＊
８

（
変

更
前

約
17

3m
，

変
更

後
約

30
5m

）
主

配
管

の
延

⻑
（

約
13

0m
）

＊
８

（
変

更
前

約
16

8m
，

変
更

後
約

30
0m

）
:2

C室
⽤

（
変

更
前

約
16

8m
，

変
更

後
約

30
0m

）
:2

D室
⽤

主
配

管
の

延
⻑

(約
12

0m
）

＊
８

（
変

更
前

約
18

8m
，

変
更

後
約

30
5m

）

配
置

計
画

の
⾒

直
しの

影
響

配
管

体
積

増
加

に
よ

り放
射

圧
⼒

，
放

射
時

間
及

び
消

⽕
剤

量
不

⾜
配

管
体

積
増

加
に

よ
り放

射
圧

⼒
及

び
放

射
時

間
不

⾜
配

管
体

積
増

加
に

よ
り放

射
圧

⼒
及

び
放

射
時

間
不

⾜

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

の
設

備
構

成
に

よる
消

⽕
能

⼒
に

対
す

る
要

求
事

項
の

確
認

確
認

項
⽬

放
射

圧
⼒

＊
1

放
射

時
間

*3
消

⽕
剤

量
＊

5
放

射
圧

⼒
＊

2
放

射
時

間
*4

消
⽕

剤
量

＊
5

放
射

圧
⼒

＊
2

放
射

時
間

*4
消

⽕
剤

量
＊

5

判
断

基
準

0.
9M

Pa
以

上
30

秒
以

内
0.

5以
上

1以
下

1.
4M

Pa
以

上
１

分
以

内
0.

5以
上

1以
下

1.
4M

Pa
以

上
1分

以
内

0.
5以

上
1以

下

結
果

✕
✕

✕
（

1以
上

）
✕

✕
○

✕
✕

○

消
⽕

設
備

の
⾒

直
し検

討
ボ

ンベ
追

加
ボ

ンベ
追

加
配

管
⼝

径
変

更

消
⽕

設
備

の
⾒

直
し

検
討

結
果

放
射

圧
⼒

が
規

定
圧

⼒
（

0.
9M

Pa
）

に
達

しな
い

状
況

及
び

消
⽕

剤
の

量
が

不
⾜

の
た

め
，

ボ
ンベ

個
数

追
加

に
より

，
放

射
圧

⼒
及

び
放

射
時

間
を

確
保

＊
6 。

ボ
ンベ

個
数

は
，

消
⽕

剤
濃

度
*7

基
準

（
10

％
以

下
）

に
よ

り2
7本

の
制

限
され

る
こと

か
ら，

配
管

体
積

の
増

加
に

対
応

す
る

消
⽕

剤
総

量
を

確
保

で
き

な
い

。

放
射

圧
⼒

が
規

定
圧

⼒
（

1.
４

M
Pa

）
に

達
しな

い
状

況
及

び
圧

⼒
損

失
が

⼤
き

い
選

択
弁

等
を構

成
して

い
る

こと
か

ら，
供

給
圧

⼒
を

確
保

す
る

た
め

，
ボ

ンベ
個

数
追

加
に

より
，

放
射

圧
⼒

及
び

放
射

時
間

を
確

保
＊

6 。

放
射

圧
⼒

が
規

定
圧

⼒
（

1.
4Ｍ

Pa
）

に
達

しな
い

こと
か

ら，
配

管
⼝

径
の

⼀
部

変
更

（
拡

⼤
）

を
⾏

い
，

配
管

圧
⼒

損
失

の
低

減
を

図
り，

放
射

圧
⼒

及
び

放
射

時
間

を確
保

＊
6 。

消
⽕

能
⼒

に
対

す
る

要
求

事
項

の
確

認

確
認

項
⽬

放
射

圧
⼒

＊
1

放
射

時
間

*3
消

⽕
剤

量
＊

5
放

射
圧

⼒
＊

2
放

射
時

間
*4

消
⽕

剤
量

＊
5

放
射

圧
⼒

＊
2

放
射

時
間

*4
消

⽕
剤

量
＊

5

判
断

基
準

0.
9M

Pa
以

上
30

秒
以

内
0.

5以
上

1以
下

1.
4M

Pa
以

上
１

分
以

内
0.

5以
上

1以
下

1.
4M

Pa
以

上
１

分
以

内
0.

5以
上

1以
下

結
果

○
○

✕
（

1以
上

）
○

○
○

○
○

○

終
了

終
了

消
⽕

設
備

の
⾒

直
し検

討
配

管
⼝

径
変

更

消
⽕

設
備

の
⾒

直
し

検
討

結
果

ボ
ンベ

個
数

追
加

に
お

い
て

も
，

配
管

体
積

増
加

に
よる

消
⽕

剤
の

量
が

不
⾜

す
る

こと
か

ら，
配

管
⼝

径
の

⼀
部

変
更

（
縮

⼩
）

を
⾏

い
，

主
配

管
体

積
の

低
減

を図
り，

消
⽕

剤
の

量
を

確
保

。な
お

，
配

管
⼝

径
縮

⼩
に

よ
り配

管
圧

⼒
損

失
が

増
加

す
る

が
，

圧
⼒

損
失

に
影

響
す

る
⼩

⼝
径

の
枝

管
（

主
配

管
以

外
の

噴
射

ヘ
ッド

近
傍

配
管

）
を調

整
（

拡
⼤

）
し，

放
射

圧
⼒

及
び

放
射

時
間

を
確

保
＊

6 。

消
⽕

能
⼒

に
対

す
る

要
求

事
項

の
確

認

確
認

項
⽬

放
射

圧
⼒

＊
1

放
射

時
間

*3
消

⽕
剤

量
＊

5

判
断

基
準

0.
9M

Pa
以

上
30

秒
以

内
0.

5以
上

1以
下

結
果

○
○

○

終
了

＊
1︓

消
防

法
施

⾏
規

則
第

⼆
⼗

条
第

1項
第

⼆
号

に
規

定
され

る
噴

射
ヘ

ッド
の

放
射

圧
⼒

＊
2︓

消
防

法
施

⾏
規

則
第

⼗
九

条
第

2項
第

⼆
号

に
規

定
され

る
噴

射
ヘ

ッド
の

放
射

圧
⼒

＊
3︓

消
防

法
施

⾏
規

則
第

⼆
⼗

条
第

２
項

第
⼀

号
に

規
定

され
る

消
⽕

剤
の

放
射

時
間

＊
4︓

消
防

法
施

⾏
規

則
第

⼗
九

条
第

2項
第

三
号

に
規

定
され

る
消

⽕
剤

の
放

射
時

間
＊

5︓
⼯

事
基

準
書

で
⽰

され
る

圧
⼒

損
失

計
算

時
に

圧
⼒

損
失

を考
慮

した
必

要
消

⽕
剤

量
を

確
認

す
る

無
次

元
定

数
判

断
基

準
とし

て
，

無
次

元
設

計
時

点
τ 2

が
0.

5≦
τ 2

≦
1で

あ
る

こと
を

確
認

。
＊

6︓
放

射
圧

⼒
を

確
認

す
る

際
に

，
防

護
区

画
に

よる
消

⽕
剤

量
か

ら規
定

放
射

時
間

を満
⾜

す
る

放
射

流
量

を
算

定
し，

確
認

す
る

こと
か

ら，
放

射
圧

⼒
の

判
定

に
伴

い
規

定
放

射
を確

認
。

＊
7︓

消
⽕

剤
濃

度
（

％
）

＝
消

⽕
剤

量
（

kg
）

✕
0.

16
防

護
区

画
の

容
積

（
m

3 ）
 ✕

10
0

＜
通

達
＞

消
防

予
第

六
号

昭
和

五
⼗

⼀
年

五
⽉

⼆
⼗

⼆
⽇

【ケ
ー

ブ
ル

処
理

室
⽤

】
60

（
kg

）
✕

27
（

個
）

✕
0.

16
26

94
（

m
3 ）

 ✕
10

0＝
9.

7（
％

）
＊

8︓
配

管
延

⻑
に

よ
る

影
響

評
価

・消
防

法
に

お
い

て
は

，
感

知
器

が
作

動
して

か
ら噴

射
ヘ

ッド
に

消
⽕

剤
が

到
達

す
る

ま
で

の
時

間
及

び
貯

蔵
容

器
が

開
放

され
て

か
ら噴

射
ヘ

ッド
に

消
⽕

剤
が

到
達

す
る

ま
で

の
時

間
（

放
出

開
始

時
間

）
に

つ
い

て
の

規
定

は
な

く，
評

価
して

い
な

い
。な

お
，

配
管

延
⻑

に
よ

る
消

⽕
剤

到
達

時
間

の
遅

延
は

保
守

的
に

み
て

も
概

ね
30

秒
程

度
と推

定
。

・3
0秒

程
度

の
遅

延
に

よ
って

も
，

早
期

の
⽕

災
の

感
知

及
び

消
⽕

が
可

能
な

設
計

，
安

全
機

能
を

有
す

る
設

備
に

影
響

を及
ぼ

さな
い

設
計

及
び

不
燃

性
材

料
及

び
難

燃
性

材
料

を使
⽤

す
る

設
計

に
変

更
は

な
く，

また
，

可
燃

物
の

集
積

は
な

く，
可

燃
物

の
持

ち
込

み
を

管
理

す
る

運
⽤

を定
め

て
い

る
こと

か
ら，

今
回

⼯
認

に
よ

って
配

管
を

延
⻑

して
も

既
⼯

認
時

の
設

計
に

影
響

を及
ぼ

す
お

それ
は

な
い

と判
断

。


消

⽕
能

⼒
を

満
⾜

す
る

こと
の

評
価

⽅
法

に
つ

い
て

，
ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

を
例

に
次

⾴
に

⽰
す

。
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４
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6
2

参
考
６
︓
ボ
ン
ベ
設
置
場
所
及
び
配
管
計
画
の
変
更
に
伴
う消

⽕
剤
総
量
の
確
認


今

回
⼯

認
に

お
い

て
，

ケ
ー

ブ
ル

処
理

室
⽤

ハ
ロン

ボ
ンベ

及
び

⾮
常

⽤
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

室
⽤

⼆
酸

化
炭

素
ボ

ンベ
の

設
置

場
所

及
び

配
管

計
画

の
⾒

直
しを

⾏
った

。


この

た
め

，
消

⽕
剤

総
量

が
各

規
定

能
⼒

を
満

⾜
す

る
こと

を
，

系
統

の
配

管
内

容
積

及
び

圧
⼒

損
失

，
配

管
⼝

径
，

噴
射

ヘ
ッド

個
数

等
を

考
慮

した
上

で
，

設
計

・⼯
事

基
準

書
に

基
づ

き
確

認
した

。具
体

的
に

は
，

以
下

の
観

点
か

ら確
認

した
。

１
．

貯
蔵

容
器

充
て

ん
量

と貯
蔵

容
器

か
らの

放
射

量
との

⽐
率

を
⽰

す
「無

次
元

設
計

時
点
τ 2

」に
よ

る
確

認
２

．
噴

射
ヘ

ッド
能

⼒
（

規
定

時
間

，
規

定
圧

⼒
）

の
確

認


上

記
項

⽬
の

確
認

の
結

果
，

消
⽕

剤
総

量
に

つ
い

て
，

各
規

定
能

⼒
を

満
⾜

す
る

こと
を

確
認

した
。確

認
内

容
に

つ
い

て
次

⾴
以

降
に

⽰
す

。な
お

，
消

⽕
剤

総
量

の
確

認
に

当
た

って
は

，
消

⽕
剤

総
量

の
⾒

直
しを

伴
わ

な
い

⾼
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤
⼆

酸
化

炭
素

ボ
ンベ

及
び

低
圧

炉
⼼

ス
プ

レ
イ系

ポ
ンプ

⽤
ハ

ロン
ボ

ンベ
に

つ
い

て
，

併
せ

て
⾏

った
。

番
号

対
象

ガ
ス
系

消
⽕
設
備

防
護
区
画

の
体
積

消
⽕
剤
量
*1

配
置
計
画
を
反
映
した
必
要
ボ
ン
ベ
個
数

ボ
ン
ベ
個
数

ボ
ン
ベ
容
量

ボ
ン
ベ

個
数

消
⽕
剤
総
量

①
ケ

ー
ブ

ル
処

理
室

⽤
全

域
放

出
⽅

式
ハ

ロゲ
ン化

物
消

⽕
設

備
26

94
m

3
86

3k
g

68
L*

2 （
60

kg
）

26
15

60
kg

27
*2

②
⾮

常
⽤

デ
ィー

ゼ
ル

発
電

機
室

⽤
全

域
放

出
⽅

式
不

活
性

ガ
ス

消
⽕

設
備

31
91

m
3

24
72

kg
82

.5
L*

2 （
55

㎏
）

69
*3

37
95

kg
70

*2

③
⾼

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

室
⽤

全
域

放
出

⽅
式

不
活

性
ガ

ス
消

⽕
設

備
31

00
m

3
23

93
kg

82
.5

L*
2 （

55
㎏

）
44

24
20

kg
45

*2

④
低

圧
炉

⼼
ス

プ
レ

イ系
ポ

ンプ
⽤

局
所

放
出

式
ハ

ロゲ
ン化

物
消

⽕
設

備
70

m
3
*4

35
0k

g
68

L*
2 （

60
kg

）
6

36
0k

g
7*

2

注
記

＊
1︓

消
防

法
で

規
定

され
る

防
護

区
画

の
体

積
か

ら算
出

され
る

消
⽕

剤
必

要
量

を
⽰

す
。

＊
2︓

要
⽬

表
の

記
載

値
を

⽰
す

。併
記

して
い

る
（

kg
）

は
，

防
護

区
画

の
体

積
の

必
要

消
⽕

剤
量

を
満

⾜
す

る
消

⽕
剤

総
量

を
考

慮
して

設
定

して
い

る
。

＊
3︓

⾮
常

⽤
デ

ィー
ゼ

ル
発

電
機

室
は

，
２

Ｃ
室

及
び

２
Ｄ

室
か

ら構
成

され
て

お
り，

選
択

弁
に

て
消

⽕
を

要
す

る
対

象
室

に
消

⽕
剤

を
供

給
す

る
た

め
，

ボ
ンベ

個
数

は
１

室
分

とな
る

。
＊

4︓
局

所
放

出
式

の
た

め
，

防
護

空
間

体
積

を
⽰

す
。
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ベ
設
置
場
所
及
び
配
管
計
画
の
変
更
に
伴
う消

⽕
剤
総
量
の
確
認

412



6
6

参
考
６
︓
ボ
ン
ベ
設
置
場
所
及
び
配
管
計
画
の
変
更
に
伴
う消

⽕
剤
総
量
の
確
認

413



6
7

参
考
６
︓
ボ
ン
ベ
設
置
場
所
及
び
配
管
計
画
の
変
更
に
伴
う消

⽕
剤
総
量
の
確
認

414



6
8

参
考
６
︓
ボ
ン
ベ
設
置
場
所
及
び
配
管
計
画
の
変
更
に
伴
う消

⽕
剤
総
量
の
確
認

415



6
9

参
考
６
︓
ボ
ン
ベ
設
置
場
所
及
び
配
管
計
画
の
変
更
に
伴
う消

⽕
剤
総
量
の
確
認

416



7
0

参
考
６
︓
ボ
ン
ベ
設
置
場
所
及
び
配
管
計
画
の
変
更
に
伴
う消

⽕
剤
総
量
の
確
認

417



7
1

参
考
６
︓
ボ
ン
ベ
設
置
場
所
及
び
配
管
計
画
の
変
更
に
伴
う消

⽕
剤
総
量
の
確
認

418



7
2

参
考
６
︓
ボ
ン
ベ
設
置
場
所
及
び
配
管
計
画
の
変
更
に
伴
う消

⽕
剤
総
量
の
確
認

419



7
3

参
考
７
︓
ケ
ー
ブ
ル
処
理
室
に
お
け
る
防
護
対
象
設
備
（
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
（
A）

）
に
つ
い
て

420



 

 

 

 

 

 

 

 

補足－5【原子炉補機冷却系熱交換器及び原子炉冷却材浄化系 

非再生熱交換器の要目表における伝熱面積の変更】 

（改４） 
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原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器

の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

本
資

料
の

うち
、

は
商

業
秘

密
⼜

は
核

物
質

防
護

上
の

観
点

か
ら公

開
で

き
ま

せ
ん

。

補
⾜

－
５

1
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RC
W

熱
交

換
器

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
◆

伝
熱

⾯
積

「
（

15
80

）
」

を
「

以
上

（
17

22
）

」
に

変
更

す
る

。
◆

伝
熱

⾯
積

の
記

載
は

，
「設

計
確

認
値

（
公

称
値

）
」と

して
い

る
。

RC
W

熱
交

換
器

要
⽬

表

◆
伝

熱
⾯

積
「

（
13

9/
1胴

×
2胴

）
」

を
「

（
14

4/
1胴

×
２

胴
）

」
に

変
更

す
る

。
◆

伝
熱

⾯
積

の
記

載
は

，
「設

計
確

認
値

（
公

称
値

）
」と

して
い

る
。

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
要

⽬
表

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更 2


20

18
年

SA
本

体
⼯

認
に

お
い

て
，

原
⼦

炉
補

機
冷

却
系

（
以

下
「R

CW
」と

い
う。

）
熱

交
換

器
及

び
原

⼦
炉

冷
却

材
浄

化
系

（
以

下
「C

UW
」と

い
う。

）
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

の
伝

熱
⾯

積
の

とし
て

い
た

も
の

を
，

本
設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
（

以
下

「今
回

⼯
認

」と
い

う。
）

に
お

い
て

以
下

の
よ

うに
変

更
す

る
。

•
保

守
的

に
算

出
して

い
た

公
称

値
の

伝
熱

⾯
積

に
つ

い
て

，
他

プ
ラン

ト及
び

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

時
の

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

の
算

出
⽅

法
に

合
わ

せ
て

，
伝

熱
管

接
液

部
の

全
表

⾯
積

に
変

更
す

る
。（

図
１

，
図

２
）

•
設

計
確

認
値

の
伝

熱
⾯

積
に

つ
い

て
，

公
称

値
の

伝
熱

⾯
積

に
対

し許
容

施
栓

率
を

考
慮

した
値

に
変

更
す

る
。（

表
２

）


表
１

に
RC

W
熱

交
換

器
及

び
CU

W
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

の
要

⽬
表

に
お

け
る

伝
熱

⾯
積

の
変

更
前

後
を

⽰
す

。
表

１
RC

W
熱

交
換

器
及

び
CU

W
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

の
要

⽬
表

に
お

け
る

伝
熱

⾯
積

の
変

更
前

後
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CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器

伝
熱
⾯
積

（
公
称
値
）

伝
熱
⾯
積

（
設
計
確
認
値
）

必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積

（
参
考
値
）

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

13
9m

２
/1
胴
×
2胴

＊
１

保
守

的
な

伝
熱

管
⻑

さよ
り算

出
＊

１
＊

２

とし
て

設
定

99
m
２
/1
胴
×
2胴

設
計

熱
交

換
量

8.
84

M
W

/個
よ

り算
出

今
回

⼯
認

14
4m

２
/1
胴
×
2胴

＊
１

伝
熱

管
外

径
，

総
本

数
，

⻑
さよ

り算
出

＊
１

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
か

ら，
伝

熱
管

総
本

数
の

＊
４
を

差
引

い
て

算
出

99
m
２
/1
胴
×
2胴

設
計

熱
交

換
量

8.
84

M
W

/個
よ

り算
出

RC
W
熱
交
換
器

伝
熱
⾯
積

（
公
称
値
）

伝
熱
⾯
積

（
設
計
確
認
値
）

必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積

（
参
考
値
）

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

15
80
m
２
/個

＊
１

保
守

的
な

伝
熱

管
⻑

さよ
り算

出
m
２
/個

＊
１

＊
２

とし
て

設
定

12
72
m
２
/個

設
計

熱
交

換
量

14
.9

M
W

/個
よ

り算
出

今
回

⼯
認

17
22
m
２
/個

＊
１

伝
熱

管
外

径
，

総
本

数
，

⻑
さよ

り算
出

m
２
/個

＊
１

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
か

ら，
伝

熱
管

総
本

数
の

＊
３
を

差
引

い
て

算
出

12
72
m
２
/個

設
計

熱
交

換
量

14
.9

M
W

/個
よ

り算
出

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更 3

＊
１

︓
要

⽬
表

記
載

値
＊

２
︓

建
設

時
⼯

認
で

は
記

載
が

な
か

った
た

め
，

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

時
に

は
とし

て
設

定
＊

３
︓

許
容

施
栓

率
（

メー
カ推

奨
値

）
で

あ
り，

他
プ

ラン
トの

値
を

参
考

に
設

定
＊

４
︓

許
容

施
栓

率
（

メー
カ推

奨
値

）
で

あ
り，

RC
W

熱
交

換
器

に
合

わ
せ

た
値

必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積

＞
伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）

伝
熱
⾯
積
（
公
称
値
）

≧
表

２
伝

熱
⾯

積
の

公
称

値
と設

計
確

認
値

の
関

係


表

２
に

伝
熱

⾯
積

の
公

称
値

と設
計

確
認

値
の

関
係

に
つ

い
て

，
図

１
及

び
図

２
に

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

及
び

今
回

⼯
認

に
お

け
る

公
称

値
の

設
定

⽅
法

を
⽰

す
。
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4


20

18
年

SA
本

体
⼯

認
で

は
，

建
設

時
⼯

認
を

踏
襲

して
，

保
守

的
に

胴
側

出
⼝

ノズ
ル

の
位

置
か

ら直
管

部
端

部
ま

で
の

伝
熱

管
表

⾯
積

を
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

とし
て

い
た

。


今
回

⼯
認

で
は

，
他

プ
ラン

ト及
び

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

時
の

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

の
算

出
⽅

法
に

合
わ

せ
て

，
伝

熱
管

接
液

部
の

全
表

⾯
積

を
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

とす
る

。熱
交

換
器

の
胴

側
管

板
⾯

と出
⼝

ノズ
ル

間
に

お
い

て
も

流
れ

が
⽣

じて
お

り伝
熱

性
能

は
同

等
で

あ
る

こと
か

ら，
伝

熱
⾯

積
とし

て
期

待
で

き
る

。

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

15
80

m
2 /

個

今
回

⼯
認

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

17
22

m
2 /

個

胴
側
出
口
ノ
ズ
ル

直
管
部
端
部

伝
熱

管

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

図
１

RC
W

熱
交

換
器

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

の
設

定
⽅

法

管
板
面

Ｐ
Ｎ

KE
Y

PL
AN

胴
側

⼊
⼝

胴
側

出
⼝

管
側

⼊
⼝

管
側

出
⼝

︓
胴

側
の

⽔
が

流
れ

る
範

囲

︓
管

側
（

伝
熱

管
内

）
の

⽔
の

流
れ

︓
胴

側
の

⽔
の

流
れ

＊
１

︓
RC

W
熱

交
換

器
は

EL
.1

0.
00

m
に

配
置
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
20

18
年

SA
本

体
⼯

認
で

は
，

建
設

時
⼯

認
を

踏
襲

して
，

保
守

的
に

管
板

⾯
の

位
置

か
ら直

管
部

端
部

（
U字

管
除

く。
）

ま
で

の
伝

熱
管

表
⾯

積
を

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
とし

て
い

た
。


今

回
⼯

認
で

は
，

他
プ

ラン
ト及

び
20

18
年

SA
本

体
⼯

認
時

の
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
の

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
の

算
出

⽅
法

に
合

わ
せ

て
，

伝
熱

管
接

液
部

の
全

表
⾯

積
を

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
とす

る
。U

字
管

部
に

お
い

て
も

流
れ

が
⽣

じて
お

り直
管

部
とU

字
管

部
の

伝
熱

性
能

は
同

等
で

あ
る

こと
か

ら，
伝

熱
⾯

積
とし

て
期

待
で

き
る

。

5

今
回

⼯
認

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

14
4m

2 /
胴

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

13
9m

2 /
胴

管
板
面

直
管
部
端
部

U
字
管
頂
端
部

伝
熱

管

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

図
２

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
の

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
の

設
定

⽅
法

管
側

⼊
⼝

管
側

出
⼝

胴
側

⼊
⼝

胴
側

出
⼝

KE
Y

PL
AN

︓
胴

側
の

⽔
が

流
れ

る
範

囲

︓
管

側
（

伝
熱

管
内

）
の

⽔
の

流
れ

︓
胴

側
の

⽔
の

流
れ

Ｐ
Ｎ
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6


表
２
に
記
載
の
RC
W
熱
交
換
器
１
個
当
た
りの
伝
熱
⾯
積
（
公
称
値
）
は
，
下
式
よ
り算

出
した
。

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）


表
２
に
記
載
の
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
１
胴
当
た
りの
伝
熱
⾯
積
（
公
称
値
）
は
，
下
式
よ
り算

出
した
。

𝑑 ଴
:伝

熱
管

外
径

（
m

）
:伝

熱
管

総
本

数
（

本
）

:伝
熱

管
直

管
部

⻑
さ（

m
）

N L
:伝

熱
管

U字
部

⻑
さの

総
合

計
（

m
）

𝐿 ௎

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
𝐴 ଵ

ൌ
𝜋
ൈ
𝑑 ଴

ൈ
𝑁
ൈ
𝐿

ൌ
𝜋
ൈ

ൈ
ൈ

ൌ
17

22
𝑚
ଶ /

個

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
𝐴 ଵ

ൌ
𝜋
ൈ
𝑑 ଴

ൈ
ሺ𝑁

ൈ
𝐿
൅
𝐿 ௎
ሻ

ൌ
𝜋
ൈ

ൈ
ൈ

൅
ൌ

14
4𝑚

ଶ /
胴

427



7

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

伝
熱

管
外

径
の

マ
イナ

ス
公

差
を

考
慮

した
伝

熱
⾯

積
𝐴
ൌ
𝜋
ൈ

𝑑 ଴
െ
∆𝑑

ଶ
ൈ

𝑁
ൈ
𝐿

伝
熱

⾯
積

（
設

計
確

認
値

）
𝐴ᇱ
ൌ
𝐴
െ
𝜋
ൈ

𝑑 ଴
൅
∆𝑑

ଵ
ൈ

𝑁
ൈ
𝐿


表
２
に
記
載
の
RC
W
熱
交
換
器
の
伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）
は
，
伝
熱
管
外
径
の
マ
イ
ナ
ス
公
差
を
考
慮
した
伝
熱
⾯
積
か
ら，

伝
熱
管
総
本
数

の
本
数
に
つ
い
て
，
伝
熱
管
外
径
の
プ
ラ
ス
公
差
を
考
慮
した
伝
熱
⾯
積
を
引
い
て
算
出
した
。

（
伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）
は
保
守
的
に
設
定
す
る
た
め
，
メ
ー
カ
製
作
時
の
公
差
を
考
慮
し算

出
した
。）

ൌ
𝜋
ൈ

െ
ൈ

ൈ
ൌ

𝑚
ଶ

ൌ
െ
𝜋
ൈ

൅
ൈ

ൈ
ൌ

𝑚
ଶ /

個


表
２
に
記
載
の
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）
は
，
伝
熱
管
外
径
の
マ
イ
ナ
ス
公
差
を
考
慮
した
伝
熱
⾯
積

か
ら，

伝
熱
管
総
本
数

の
本
数
に
つ
い
て
，
伝
熱
管
外
径
の
プ
ラ
ス
公
差
を
考
慮
した
伝
熱
⾯
積
を
引
い
て
算
出
した
。

（
伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）
は
保
守
的
に
設
定
す
る
た
め
，
メ
ー
カ
製
作
時
の
公
差
を
考
慮
し算

出
した
。）

伝
熱

管
外

径
の

マ
イナ

ス
公

差
を

考
慮

した
伝

熱
⾯

積
𝐴
ൌ
𝜋
ൈ

𝑑 ଴
െ
∆𝑑

ଶ
ൈ
ሺ𝑁

ൈ
𝐿
൅
𝐿 ௎
ሻ

伝
熱

⾯
積

（
設

計
確

認
値

）
𝐴ᇱ
ൌ
𝐴
െ
𝜋
ൈ

𝑑 ଴
൅
∆𝑑

ଵ
ൈ

𝑁
ൈ
𝐿 ெ

஺௑

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）

ൌ
𝜋
ൈ

െ
ൈ

ൈ
൅

ൌ
𝑚
ଶ

ൌ
െ
𝜋
ൈ

൅
ൈ

ൈ
ൌ

𝑚
ଶ /

胴

:伝
熱

管
直

管
部

⻑
さ（

m
）

L 𝑁
:伝

熱
管

総
本

数
の

に
相

当
す

る
本

数
（

本
）

:伝
熱

管
U字

部
⻑

さの
総

合
計

（
m

）
𝐿 ௎

:伝
熱

管
総

本
数

（
本

）
N

∆𝑑
ଵ

:伝
熱

管
外

径
プ

ラス
公

差
（

m
）

𝑑 ଴
:伝

熱
管

外
径

（
m

）

∆𝑑
ଶ

:伝
熱

管
外

径
マ

イナ
ス

公
差

（
m

）
:伝

熱
管

最
⼤

⻑
さ（

m
）

𝐿 ெ
஺௑

428
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
表
２
に
記
載
の
RC
W
熱
交
換
器
の
必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積
は
，
設
計
熱
交
換
量
，
伝
熱
管
熱
通
過
率
及
び
⾼
温
側
と低

温
側
の
温
度

差
平
均
値
で
あ
る
対
数
平
均
温
度
差
を
⽤
い
て
下
式
よ
り算

出
した
。

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

ൌ
𝑄

𝐾 ௢
ൈ
∆𝑇

必
要

最
⼩

伝
熱

⾯
積

𝐾 ை𝑄 ∆𝑇

:設
計

熱
交

換
量

（
W

）

:伝
熱

管
熱

通
過

率
（

W
/ሺ

m
2 ・

Kሻ
）

:対
数

平
均

温
度

差
（

K）

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）

ൌ
14

.9
ൈ

10
଺

ൈ
ൌ

12
72
𝑚
ଶ


表
２
に
記
載
の
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積
は
，
設
計
熱
交
換
量
，
伝
熱
管
熱
通
過
率
及
び
⾼
温
側
と低

温
側

の
温
度
差
平
均
値
で
あ
る
対
数
平
均
温
度
差
を
⽤
い
て
下
式
よ
り算

出
した
。

ൌ
𝑄

𝐾 ௢
ൈ
∆𝑇

/2
必

要
最

⼩
伝

熱
⾯

積

ൌ
8.

84
ൈ

10
଺

ൈ
/2

ൌ
99
𝑚

2/個 /胴

429
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別
紙
１
︓
RC
W
熱
交
換
器
及
び
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
伝
熱
管
の
施
栓
状
況
（
１
／
２
）


RC
W
熱
交
換
器
及
び
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
伝
熱
管
の
施
栓
状
況
を
別
紙
表
１
に
⽰
す
。

別
紙

表
１

RC
W

熱
交

換
器

及
び

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
伝

熱
管

の
施

栓
状

況
対

象
熱

交
換

器
伝

熱
管

本
数

＊
１

必
要

伝
熱

管
本

数
＊

２
施

栓
可

能
本

数
施

栓
本

数

RC
W

熱
交

換
器

Ａ
号

機
本

本
本

26
本

B号
機

13
本

C号
機

24
本

＊
３

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
本

本
本

4本

＊
１

︓
表

２
に

記
載

の
今

回
⼯

認
時

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

で
対

応
す

る
本

数
＊

２
︓

表
２

に
記

載
の

今
回

⼯
認

時
の

伝
熱

⾯
積

（
設

計
確

認
値

）
で

対
応

す
る

本
数

＊
３

︓
20

18
年

SA
本

体
⼯

認
認

可
後

で
あ

る
20

21
年

度
に

１
本

施
栓

を
実

施


20
18
年
SA
本
体
⼯
認
認
可
前
の
⼿
続
き
に
つ
い
て
以
下
に
⽰
す
。


「電

気
事

業
法

施
⾏

規
則

」の
届

出
⼿

続
き

の
範

囲
は

，
別

表
第

2下
欄

に
て

定
め

られ
て

い
た

。


RC

W
熱

交
換

器
及

び
CU

W
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

は
“⾮

常
⽤

の
も

の
”に

該
当

しな
い

た
め

，
施

栓
に

よ
り⼯

事
計

画
記

載
値

が
変

更
に

な
る

場
合

で
も

，
⼯

事
計

画
に

係
る

⼿
続

き
は

不
要

で
あ

った
。

２
修

理
で

あ
って

、次
に

掲
げ

る
も

の
(2

) 
熱

交
換

器
（

蒸
気

発
⽣

器
及

び
⾮

常
⽤

の
も

の
に

限
る

。）
...

（
中

略
）

...
の

性
能

⼜
は

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

す
も

の


20
18
年
SA
本
体
⼯
認
認
可
後
の
⼿
続
き
に
つ
い
て
以
下
に
⽰
す
。


「実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
の

設
置

、運
転

等
に

関
す

る
規

則
」の

届
出

⼿
続

き
の

範
囲

は
，

別
表

第
1下

欄
に

て
定

め
られ

て
い

る
。


RC

W
熱

交
換

器
は

20
21

年
度

に
伝

熱
管

１
本

に
対

して
施

栓
を

⾏
って

い
る

が
，

“⾮
常

⽤
の

も
の

”に
該

当
しな

い
た

め
，

施
栓

に
よ

り⼯
事

計
画

記
載

値
が

変
更

に
な

る
場

合
で

も
，

⼯
事

計
画

に
係

る
⼿

続
き

は
不

要
で

あ
った

。

２
沸

騰
⽔

型
発

電
⽤

原
⼦

炉
施

設
に

係
る

も
の

の
修

理
（

蒸
気

ター
ビン

に
係

る
も

の
の

修
理

を
除

く。
）

で
あ

って
、次

に
掲

げ
る

も
の

(2
) 

（
中

略
）

原
⼦

炉
補

機
冷

却
設

備
（

⾮
常

⽤
の

も
の

に
限

る
。）

⼜
は

原
⼦

炉
冷

却
材

浄
化

設
備

に
係

る
も

の
の

性
能

⼜
は

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

す
も

の

430
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
今
回
申
請
の
経
緯
を
以
下
に
⽰
す
。


20

18
年

SA
本

体
⼯

認
時

の
伝

熱
⾯

積
に

つ
い

て


今

回
申

請
の

伝
熱

⾯
積

に
つ

い
て

•
新

規
制

基
準

対
応

で
あ

る
「発

電
⽤

原
⼦

炉
施

設
の

⼯
事

計
画

に
係

る
⼿

続
き

ガ
イド

」に
お

い
て

，
伝

熱
⾯

積
の

記
載

は
設

計
確

認
値

と公
称

値
を

併
記

す
る

こと
とな

った
。

•
SA

設
備

で
は

な
い

RC
W

熱
交

換
器

及
び

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
に

つ
い

て
は

，
新

規
制

基
準

の
認

可
対

象
設

備
で

な
か

っ
た

も
の

の
，

前
述

の
ガ

イド
に

従
った

記
載

に
変

更
す

る
必

要
が

あ
った

こと
か

ら，
「⼯

事
計

画
に

係
る

補
⾜

説
明

資
料

補
⾜

-1
（

⼯
事

計
画

認
可

申
請

書
に

お
け

る
本

⽂
及

び
添

付
書

類
の

作
成

要
領

に
つ

い
て

）
」に

て
記

載
して

い
る

作
成

要
領

に
基

づ
き

，
とし

た
。

•
RC

W
熱

交
換

器
及

び
CU

W
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

の
伝

熱
⾯

積
の

公
称

値
は

保
守

的
に

算
出

した
も

の
で

あ
る

も
の

の
，

要
⽬

表
に

お
い

て
状

況
に

な
る

。こ
の

た
め

，
今

後
予

定
して

い
る

定
期

事
業

者
検

査
を

考
慮

す
る

と，
要

⽬
表

の
記

載
の

変
更

（
適

正
化

）
が

必
要

と判
断

した
。

•
要

⽬
表

の
変

更
（

適
正

化
）

に
当

た
って

は
，

新
た

に
公

称
値

及
び

設
計

確
認

値
を

設
定

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
，

他
プ

ラン
ト

及
び

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

時
の

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

の
実

績
並

び
に

許
容

施
栓

率
に

係
る

メー
カ推

奨
値

等
を

勘
案

し設
定

した
。

•
な

お
，

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

に
記

載
して

い
る

その
他

の
熱

交
換

器
に

つ
い

て
は

，
施

栓
の

実
績

は
な

く，
今

後
の

施
栓

計
画

が
な

い
こと

か
ら，

今
回

⼯
認

同
様

の
要

⽬
表

の
記

載
の

変
更

の
予

定
は

な
い

。（
別

紙
表

２
参

照
）

別
紙
１
︓
RC
W
熱
交
換
器
及
び
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
伝
熱
管
の
施
栓
状
況
（
２
／
２
）

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

熱
交

換
器

＊
１

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

＊
１

，
＊

２

原
⼦

炉
補

機
冷

却
系

熱
交

換
器

＊
１

原
⼦

炉
冷

却
材

浄
化

系
再

⽣
熱

交
換

器

原
⼦

炉
冷

却
材

浄
化

系
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
復

⽔
器

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
前

置
除

湿
器

再
⽣

廃
液

処
理

系
廃

液
濃

縮
器

加
熱

器
固

体
廃

棄
物

処
理

系
蒸

気
加

熱
器

固
体

廃
棄

物
処

理
系

タン
クベ

ント
冷

却
器

施
栓

状
況

―
＊

３
無

有
無

有
無

無
無

無
無

今
後

の
施

栓
計

画
―

＊
３

有
有

無
＊

４
有

無
＊

４
無

＊
４

無
＊

４
無

＊
４

無
＊

４

別
紙

表
２

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

に
記

載
して

い
る

熱
交

換
器

の
施

栓
状

況
及

び
今

後
の

施
栓

計
画

＊
１

︓
冷

却
⽔

とし
て

海
⽔

を
使

⽤
して

い
る

熱
交

換
器

＊
２

︓
20

18
年

SA
本

体
⼯

認
に

て
施

栓
を

考
慮

した
設

計
確

認
値

に
変

更
済

＊
３

︓
プ

レ
ー

ト式
熱

交
換

器
（

伝
熱

管
を

有
さな

い
構

造
）

＊
４

︓
熱

交
換

器
ご

との
点

検
計

画
に

基
づ

き
減

⾁
検

査
を

実
施

し，
減

⾁
傾

向
発

⾒
時

に
伝

熱
管

取
替

を
計

画

431
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
別
紙
表
３
に
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
伝
熱
⾯
積
の
公
称
値
と設

計
確
認
値
の
関
係
を
⽰
す
。

別
紙
２
︓
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
の
伝
熱
⾯
積
の
算
出
⽅
法
（
１
／
１
）

伝
熱

管
外

径
の

マ
イナ

ス
公

差
を

考
慮

した
伝

熱
⾯

積
𝐴
ൌ
𝜋
ൈ

𝑑 ଴
െ
∆𝑑

ଶ
ൈ
ሺ𝑁

ൈ
𝐿
൅
𝐿 ௎
ሻ

ൌ
𝜋
ൈ

െ
ൈ

ൈ
൅

ൌ
𝑚
ଶ

伝
熱

⾯
積

（
設

計
確

認
値

）
𝐴ᇱ
ൌ
𝐴
െ
𝜋
ൈ

𝑑 ଴
൅
∆𝑑

ଵ
ൈ

𝑁
ൈ
𝐿 ெ

஺௑

ൌ
െ
𝜋
ൈ

൅
ൈ

ൈ
ൌ

𝑚
ଶ /

個

:伝
熱

管
総

本
数

（
本

）

:伝
熱

管
直

管
部

⻑
さ（

m
）

NL
:伝

熱
管

U字
部

⻑
さの

総
合

計
（

m
）

𝐿 ௎ 𝑁
:伝

熱
管

総
本

数
の

に
相

当
す

る
本

数
（

本
）

𝑑 ଴
:伝

熱
管

外
径

（
m

）

∆𝑑
ଵ

:伝
熱

管
外

径
プ

ラス
公

差
（

m
）

∆𝑑
ଶ

:伝
熱

管
外

径
マ

イナ
ス

公
差

（
m

）
:伝

熱
管

最
⼤

⻑
さ（

m
）

𝐿 ெ
஺௑

K𝑄 ∆𝑇

:設
計

熱
交

換
量

（
W

）

:伝
熱

管
熱

通
過

率
（

W
/ሺ

m
2 ・

Kሻ
）

:対
数

平
均

温
度

差
（

K）

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
𝐴 ଵ

ൌ
𝜋
ൈ
𝑑 ଴

ൈ
ሺ𝑁

ൈ
𝐿
൅
𝐿 ௎
ሻ

ൌ
𝜋
ൈ

ൈ
ൈ

൅
ൌ

𝑚
ଶ /

個


残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
の
伝
熱
⾯
積
の
算
出
⽅
法
を
以
下
に
⽰
す
。

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

伝
熱
⾯
積
（
公
称
値
）

伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）

必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積
（
参
考
値
）

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

m
２
/個

＊
１

m
２
/個

＊
１

，
＊

２
m
２
/個

別
紙

表
３

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

伝
熱

⾯
積

の
公

称
値

と設
計

確
認

値
の

関
係

＊
１

︓
要

⽬
表

記
載

値
＊

２
︓

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
か

ら，
伝

熱
管

総
本

数
の

＊
３
を

差
引

い
て

算
出

＊
３

︓
許

容
施

栓
率

は
，

安
全

機
能

の
重

要
度

及
び

伝
熱

管
総

本
数

を
考

慮
し設

定

ൌ
𝑄

𝐾
ൈ
∆𝑇

必
要

最
⼩

伝
熱

⾯
積

ൌ
53

.0
ൈ

10
଺

ൈ
ൌ

𝑚
ଶ

432




